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学
生
自
治
の
学
友
会
は
、
佐
久

大
学
、
佐
久
大
学
信
州
短
期
大
学

部
の
全
学
生
が
会
員
で
す
。

　
活
動
は
、
教
職
員
と
協
力
し
な

が
ら
学
生
相
互
の
研
学
・
修
徳
・

親
和
を
は
か
り
、
併
せ
て
学
生
の

総
意
を
反
映
・
実
現
し
大
学
生
活

の
向
上
発
展
に
資
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
大
学
と
短
期
大
学
部
そ

れ
ぞ
れ
に
学
友
会
が
あ
り
、
相
互

に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
佐
久
大
学
後
援
会
と
佐
久
大

学
信
州
短
期
大
学
部
後
援
会
の

２
つ
の
後
援
会
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　
佐
久
大
学
、
佐
久
大
学
信
州
短

期
大
学
部
で
学
ぶ
学
生
の
保
護
者

の
皆
様
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
お

り
、
大
学
と
ご
家
庭
、
地
域
社
会

の
架
け
橋
と
な
り
、
学
生
が
充
実

し
た
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
と
、
教
育
研

究
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
事
業
と
し
て

は
、
学
友
会
活
動
支
援
、
卒
業
対

、
援
支
策

国
家
試
験
交
通
費
・
宿

泊
費
補
助
、
資
格
取
得
補
助
な
ど

学
生
の
教
育
・
学
生
生
活
に
幅
広

く
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
佐
久
学
園
通
信『
佐
久
の
薫
風
』

創
刊
に
あ
た
り
ま
し
て
、
寄
稿
い

た
だ
い
た
教
職
員
の
皆
様
に
、
ま

ず
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
佐
久
大
学
の
開
学
か
ら
六
年
、

信
州
短
期
大
学
開
学
か
ら
二
十
六

年
、
佐
久
学
園
と
し
て
の
歴
史
は

今
年
で
五
十
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
佐
久
学
園
に
は
多
く
の
ド

ラ
マ
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
誌
で
は
、
こ
こ
に
集
う
人
々
そ

れ
ぞ
れ
が
主
役
で
あ
る
学
園
を
、

こ
れ
か
ら
様
々
な
角
度
か
ら
お
伝

え
し
ま
す
。

　
お
読
み
い
た
だ
い
た
方
か
ら

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

今
後
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
　
　
　
　
（
Ｔ
）

佐
久
大
学
・
佐
久
大
学
信
州

短
期
大
学
部
後
援
会

介
護
環
境
改
善
研
究
会

開
催
さ
れ
ま
し
た

学
友
会
に
つ
い
て

　
佐
久
大
学
図
書
館
は
、
看
護
学

分
野
の
図
書
を
中
心
に
、
医
療
、

福
祉
、
社
会
科
学
な
ど
幅
広
い
分

野
の
図
書
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

専
門
書
に
限
ら
ず
文
芸
書
や
実
用

書
な
ど
も
所
蔵
し
て
お
り
、
現
在

の
蔵
書
は
約
４
０
０
０
０
冊
と
な

っ
て
い
ま
す
。
雑
誌
は
、
看
護
系

専
門
誌
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
一
般
誌
ま

で
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
含
め
１

０
０
誌
以
上
が
閲
覧
で
き
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
等
の
視
聴
覚
資
料
は
約
１
５
０

０
点
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
佐
久
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
２
号

館
１
階
が
図
書
館
と
な
っ
て
お
り
、

２
階
に
は
自
習
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

て
い
ま
す
。
図
書
館
で
は
学
修
や

研
究
に
役
立
つ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も

用
意
し
、
利
用
法
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

等
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
佐
久
大
学
図
書
館
は
、
一
九
九

八
年
よ
り
地
域
の
方
々
に
も
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
二
〇
一
三

年
度
の
利
用
登
録
者
数
は
１
０
２

名
で
、
資
料
の
貸
出
の
他
、
看
護

研
究
の
文
献
収
集
等
で
利
用
さ
れ

る
方
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
学

外
の
方
の
利
用
に
つ
い
て
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
９
月
６
日（
土
）、
第
３
回
介
護

環
境
改
善
研
究
会
が
佐
久
大
学

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
の
環

境
改
善
に
向
け
介
護
福
祉
士
を

目
指
す
学
生
や
介
護
福
祉
施
設

関
係
者
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

図
書
館

【就職】北信総合病院／篠ノ井総合病院

／新町病院／長野赤十字病院／長野松代

総合病院／鹿教湯三才山リハビリテーシ

ョンセンター／信州上田医療センター／

小諸高原病院／小諸厚生総合病院／佐久

市立国保浅間総合病院／佐久総合病院／

市立大町総合病院／安曇総合病院／信州

大学医学部附属病院／相澤病院／富士見

高原医療福祉センター／伊那中央病院／

下伊那厚生病院／健和会病院（県内病院）

八戸市立市民病院／国立がん研究センタ

ー東病院／がん研有明病院／湘南藤沢徳

洲会病院／太田総合病院／長岡赤十字病

院／名古屋大学医学部付属病院（県外病院）

須坂市／小海町／上松町

【進学】佐久大学別科助産専攻／新潟大

学養護教諭特別別科

岡谷市民病院／佐久総合病院／篠ノ井総

合病院／清水産婦人科医院／信州上田医

療センター／諏訪中央病院／長野県立須

坂病院／長野赤十字病院／長野中央病院

／花岡レディースクリニック／北信総合

病院／JA広島総合病院

【就職】介護老人保健施設しののめの里

／特別養護老人ホーム佐久平愛の郷／シ

ルバーランドみつい／シルバーランドき

しの／依田窪老人保健施設いこい／鹿教

湯三才山リハビリテーションセンター／

ウェルハウスのぞみサンピア／佐久総合

病院／特別養護老人ホームローマンうえ

だ／佐久福寿園／特別養護老人ホーム里

山の家木島平／介護老人保健施設御所苑

／特別養護老人ホームフランセーズ悠／

愛灯園／特別養護老人ホームあさぎりの

郷／ケアポートみまき／特別養護老人ホ

ームのべやま／特別養護老人ホームとも

しび／特別養護老人ホームベルポートま

るこ東／特別養護老人ホーム結の家／御

代田町社会福祉協議会（県内）特別養護

老人ホームぬまづホーム／社会福祉法人

勇樹会／特別養護老人ホームみなみ園

（県外）

【就職】飯田女子短期大学

テーマは、「Let It Go ～ありのままの私たちで～」です。
是非、みなさんお出かけください。

　佐久大学看護学部では、学生の自主
的な組織「さくらさく委員会」の活動を教
職員がサポートしています。看護学部は、
2年次生から、別科助産専攻は後期から
模擬試験や対策講座を実施しています。
　短期大学部は、国家試験化されるの
に合わせて国家試験対策が始まる予定
です。授業、対策講座の開講、模擬試
験の実施、個別指導の充実を図ってい
き、100%合格を目指します。

佐久大学看護学部 進路状況

佐久大学別科助産専攻 進路状況

信州短期大学部 進路状況 国家試験受験状況

国家試験対策

（平成25年度）

看護師

保健師

助産師

受験者数

82

79

16

合格者数

76

57

15

合格率（%）

92.7

72.2

93.8
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佐久大学

佐久大学
信州短期大学部

世界に保健医療福祉の人財を送り出す大学をめざして
学校法人 佐久学園理事長　盛岡正博　…　2

超高齢化時代のあたらしい介護福祉学をめざして
学校法人 佐久学園副理事長
佐久大学信州短期大学部　学長 白井汪芳　… 2

これからの佐久大学
佐久大学　学長 竹尾惠子　… 2

大学名称の制定
学校法人佐久学園　名誉理事長 樫山幹男　… 3

事務局だより … 3

退職教員紹介 … 4・5

新任教員紹介 … 6

キャンパスTOPICS
地域連携協定締結／年間計画　… 7

佐久学園から
学園祭／介護環境改善研究会／進路状況／学友会　… 8

［8］佐久の薫風　Vol.1創刊号　　平成26年10月25日



［3］ ［2］佐久の薫風　Vol.1創刊号　　平成26年10月25日 佐久の薫風　Vol.1創刊号　　平成26年10月25日

介護老人保健施設入所高齢者の身体的・精神的・社会的・スピリチュアルな主観的苦痛

CBPRと経営戦略の知見による保健事業を創出する戦略の体系化とその活用

日本人用教師のティーチィングスタイル測定尺度の開発

外来がん患者の不眠に対する自律訓練法の効果

　
創
刊
号
に
あ
た
り
、
佐
久
大
学
設
立
の

経
過
の
概
略
を
述
べ
ま
す
。
短
期
大
学
の
存

亡
の
危
機
対
応
に
奔
走
さ
れ
て
い
た
樫
山

幹
男
氏（
現
名
誉
理
事
長
）と
九
年
前
の
出

会
い
が
私
の
佐
久
大
学
創
立
へ
の
関
わ
り
始

め
で
す
。
本
学
園
の
基
礎
を
始
め
ら
れ
た
市

川
千
晃
氏
と
樫
山
幹
男
氏
が
会
談
し
、
佐
久

学
園
を
分
離
独
立
し
て
、
四
年
制
大
学
の
設

立
を
進
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
医
療
過
疎
地
で
あ
っ
た
佐
久
地
域
は
、
先

人
た
ち
の
努
力
の
お
蔭
で
、
今
や
保
健
医
療

福
祉
・
地
域
医
療
の
先
進
地
域
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。「
こ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
、

迫
り
く
る
高
齢
社
会
を
担
う
人
財
を
輩
出

す
る
大
学
を
創
ろ
う
」
と
、
樫
山
さ
ん
と
の

一
回
目
の
出
会
い
か
ら
意
気
投
合
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
の
設
立
認
可
を
得
る
た
め
に
、

直
ち
に
財
務
計
画
を
練
り
、
教
授
人
財
を
求

め
て
九
州
沖
縄
ま
で
同
行
し
ま
し
た
。
大
学

開
設
の
財
源
確
保
に
は
、
県
内
最
大
の
公

的
医
療
組
織
「
厚
生
連
」の
了
解
と
長
野
県

及
び
佐
久
市
に
も
財
政
支
援
を
頂
き
、
公
的

大
学
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合

上
、
お
力
添
え
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
お
名
前

を
挙
げ
ま
せ
ん
が
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
教
授
陣
に
加
わ
っ
た
先
生
方
に
、
佐
久
総

合
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
佐
久
地
域
が
医

療
界
の
中
で
好
感
を
も
た
れ
て
い
た
こ
と
で
、

竹
尾
学
長
を
筆
頭
に
素
晴
ら
し
い
布
陣
で
出

発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
開
設
七
年
目
を
迎
え
た
現
在
、
佐
久
大
学

看
護
学
部
は
多
く
の
医
療
機
関
や
福
祉
施

設
そ
し
て
行
政
機
関
の
ご
協
力
を
頂
き
、
学

生
実
習
と
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
信
州

短
期
大
学
部
も
介
護
福
祉
士
養
成
を
中
心
に
、

福
祉
関
連
の
幅
広
い
人
財
育
成
を
図
る
よ

う
に
再
編
成
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
地

域
の
医
療
福
祉
関
係
の
み
な
ら
ず
、
広
く
産

業
界
を
支
え
る
人
財
の
輩
出
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

　
私
は
以
前
、
医
療
現
場
で
人
財
不
足
に
苦

労
し
た
経
験
が
あ
る
と
は
云
え
、
教
育
機
関

へ
の
転
出
に
戸
惑
い
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

迷
い
を
払
拭
し
た
の
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
視
察

で
す
。
内
村
鑑
三「
デ
ン
マ
ル
ク
物
語
」に
あ

る
開
拓
者
ダ
ル
ガ
ス
父
子
た
ち
を
伝
え
る
ユ

ト
ラ
ン
ド
半
島
の「
開
拓
記
念
公
園
」に
立

ち
、一
月
の
寒
風
に
当
た
り
ま
し
た
。
約
一

六
〇
年
前
、
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
に
敗
れ
、
豊

饒
な
土
地
を
失
っ
た
小
国
を
今
日
の
繁
栄
に

導
い
た
も
う
一
人
の
教
育
者
グ
ル
ン
ド
ヴ
ィ

の
人
財
育
成
精
神
を
継
ぐ
学
校
を
訪
れ
た
時
、

そ
の
根
底
深
く
流
れ
る
精
神「
社
会
を
築
く

の
は
人
な
り
」
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
前
代

未
聞
の
超
高
齢
社
会
に
直
面
し
て
、
今
こ
そ

人
類
発
展
の
原
点
「
教
育
」
が
問
わ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
わ
が
国
が
人
類
未
踏
の
超
高
齢
社

会
に
突
入
し
二
〇
三
〇
年
に
は
三
人

に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
、
四
人
に
一

人
が
七
十
五
歳
以
上
に
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
将
来
、
世
の
中
の
シ
ス

テ
ム
や
価
値
観
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
に

変
化
が
起
こ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
十
年
一
昔
、
大
学
入
学
時
は
人

気
で
入
学
が
難
し
か
っ
た
分
野
が
卒

業
後
十
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
衰
退
し
、

人
気
が
な
か
っ
た
分
野
が
隆
盛
に
な
っ

た
例
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
超
高
齢

社
会
の
到
来
は
介
護
の
専
門
知
識
と

技
術
を
学
ん
だ
人
材
が
最
も
頼
り
に

な
り
、
必
要
と
な
り
ま
す
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
が
こ
れ
か
ら
の
事
業
の
最
重
点
分

野
に
介
護
福
祉
を
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
拡
が
っ
て
い
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
わ
が
短
期
大
学
部
で
は
そ
の
た
め
に
、

福
祉
先
進
国
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
特
任
教

授
を
招
い
た
り
、
最
も
先
進
的
な
Ｊ

Ａ
長
野
厚
生
連
や
ジ
ェ
イ
・
エ
ー
長
野

会
と
連
携
し
た
研
究
会
な
ど
を
通
じ

新
し
い
時
代
の
介
護
福
祉
学
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

　
短
期
大
学
は
教
養
と
介
護
福
祉
に

関
す
る
専
門
を
学
ぶ
と
と
も
に
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
多
彩
で
充
実
し
た

二
年
間
の
学
園
生
活
を
通
じ
て
、
効

率
よ
く
社
会
人
基
礎
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
短
期
大
学
は
大

学
と
専
門
学
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
併
せ
も

っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
学
生
も
教
職
員
も
一
体
と
な

っ
て
未
来
の
先
進
介
護
福
祉
学
に
つ
い

て
考
え
実
現
で
き
る
よ
う
頑
張
ろ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
佐
久
大
学
は
設
立
し
て
今
年
で
七

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
看
護
学
部
で
は

三
回
の
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
別
科
助
産
専
攻
で
は

五
回
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
地
域
で
助

産
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
大
学

院
修
士
課
程
で
は
、
第
一
回
学
位
授

与
式
が
行
わ
れ
、
看
護
教
育
学
を
専

攻
し
た
学
生
二
名
が
立
派
に
修
士
の

学
位
を
修
得
し
大
学
教
員
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
佐
久
大
学
は
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
へ
と
飛
躍
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
地
域
に
密
着
し
な
が
ら
、
健
康
で

住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
役
立

つ
人
材
輩
出
が
課
題
で
あ
る
こ
と
は

論
を
待
ち
ま
せ
ん
が
、
加
え
て
、
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
、
国
際
化
な
ど
、

時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
育

成
が
必
要
で
す
。

　
そ
れ
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
ど
の
よ

う
に
行
動
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

大
学
で
は
ハ
ウ
ツ
ー
を
教
え
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
考
え
や
知
識
、

交
流
を
通
じ
て
、
自
分
な
り
の
考
え
を

練
り
、
行
動
し
、
修
正
し
、
前
進
し
て

い
く
力
を
身
に
付
け
て
い
け
る
よ
う
、

支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
得
ら
れ
る
看
護
師
、
保
健
師
、

助
産
師
の
国
家
資
格
は
社
会
で
の
活

躍
に
有
効
な
手
立
て
と
し
て
、
よ
っ
て

立
つ
基
盤
と
し
て
卒
業
生
の
活
躍
に

役
立
っ
て
い
く
事
で
し
ょ
う
。

　
数
年
後
に
は
学
部
卒
業
生
が
本
学

大
学
院
へ
と
帰
っ
て
き
て
、
更
に
専
門

能
力
を
磨
い
て
く
れ
る
日
が
来
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
佐
久
大
学
が
、
社
会
に
役
立
つ
大
学

で
あ
る
と
、
社
会
か
ら
、
地
域
か
ら
、

認
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
大
学
教
職

員
一
同
、
今
後
と
も
努
力
を
続
け
て
参

り
ま
す
。

　
佐
久
学
園
通
信
の
創
刊
に
あ
た

り
、
大
学
名
称
の
制
定
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
披
露
い
た
し

ま
す
。

　
未
来
永
劫
に
使
わ
れ
る
こ
と
を

願
い
、
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
大
学

名
称
を
作
る
こ
と
の
責
任
の
重
さ

を
感
じ
な
が
ら
も
、
再
三
の
理
事

会
で
も
議
論
百
出
で
、
佐
久
の
知

名
度
が
疑
問
視
さ
れ
名
案
の
無
い

ま
ま
、
文
科
省
や
佐
久
市
に
は
仮

称
で
相
談
に
行
く
よ
う
な
日
が
続

き
、
大
学
設
置
の
正
式
申
請
の
日

が
迫
っ
た
あ
る
日
、
大
学
設
置
準

備
室
を
訪
れ
た
、
現
竹
尾
学
長
に

「
大
学
名
の
名
案
は
」
と
お
尋
ね

し
ま
し
た
ら
、
咄
嗟
に「
そ
れ
は
佐

久
大
学
で
し
ょ
う
」
と
ま
さ
に
鶴

の
一
声
を
聞
い
た
感
が
し
ま
し
た
。

　
別
室
に
お
り
ま
し
た
職
員
に
佐

久
大
学
に
決
め
た
こ
と
を
伝
え
る

と
、
佐
久
大
学
の
名
称
に
自
信
が

わ
い
て
き
ま
し
た
。
医
療
界
に
お

け
る
佐
久
総
合
病
院
の
知
名
度
、

佐
久
平
駅
の
あ
る
発
展
途
上
の
佐

久
市
は
、
県
外
の
竹
尾
先
生
に「
佐

久
は
全
国
ブ
ラ
ン
ド
で
す
よ
。
自

信
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と
励
ま
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
看
護
学
名
を
入
れ
た
カ
レ
ッ
ジ

に
し
な
か
っ
た
の
は
、
将
来
の
発

展
に
夢
を
託
し
た
も
の
で
す
。

　開学（2008年）から、7年目を迎え、約250

名の卒業生を送り出しました。多くの学生が県

内の病院や地域で活躍しています。看護は実践

の学問として、講義・演習・実習と深めていくこ

とが求められます。地域の病院や方々によって、

一緒に育てていただいています。周囲から愛さ

れ、認められ、学生たちが誇りと思えるような

学部を目指していきます。

　学生定員充足率の向上及び文科省補助金採択件数の増などにより、帰属費収入は9.4
億円（前年比5,900万増）、一方、人件費、経常経費などの消費支出は8.6億（同4,200
万増）と、帰属収入で消費支出を賄える状況にあり、消費収支差額でも学園全体では収入
超過となりました。また、貸借対照表では総資産41億円に対し、総負債2.8億（前受金を
除く負債は1.3億円）と健全な財政状況となっています。

　当佐久大学の事務局体制は、今年度から「総務課」
「教務課」「学生課」「入試広報課」の4つの課で対応
することになりました。それぞれの課で、より良い
運営をするべく努力しています。各課の取り組みの
特徴を順次お知らせしたいと思います。

世
界
に

保
健
医
療
福
祉
の
人
財
を

送
り
出
す

大
学
を
め
ざ
し
て

創
刊
に
あ
た
り

大学
紹介

超
高
齢
化
時
代
の
あ
た
ら
し
い

介
護
福
祉
学
を
め
ざ
し
て

学
校
法
人 

佐
久
学
園
理
事
長

盛
岡 

正
博

建
学
の
精
神

建
学
の
精
神

（竹尾学長書）

総務課

教
育
理
念

教
育
理
念

学長

佐久大学

竹尾 惠子
学長

学校法人 佐久学園副理事長
佐久大学信州短期大学部

白井 汪芳
ひろふさ

名誉理事長

学校法人佐久学園

看護学部長

樫山 幹男

堀内 ふき

　女性の一生に深く関わる仕事と意識の出来る

助産師を養成しています。自立した専門職とし

て母子の健康の発展、向上に寄与できる助産師

を育てるために、実習は総合病院に加え、地域

で自然分娩を推進しているクリニック、個性的

な活動を展開する助産施設などで実施し、また

助産ネットワーク活動への参加等幅広く行い、

学生の基礎的能力向上を目指しています。
別科長

清水 久美子

　大学院は、今年3月に一期生2名を送り出し、

現在は12名が在籍して勉強に励んでいます。学

生は様々な研究課題を持って、指導教員のもと

で2～4年かけて丁寧に研究論文を作っていきま

す。大学院での学修では他では学べないものが

得られると言います。仕事と両立させている学

生の便宜を考慮した時間割にしています。卒業

生の方もぜひ将来大学院へきてください。
看護学研究科長

別所 遊子

　介護福祉学科には1年生34名、2年生44名が

在籍し、介護福祉士を目指して勉学に励んでい

ます。4月に入学した学生は第9期生になります。

平成24年4月に信州短期大学から佐久大学信

州短期大学部に名称を変更し、地域の保健・医療・

福祉の一端を担う人材育成に力を注いでおりま

す。
介護福祉学科長

竹下 良太郎 こ
れ
か
ら
の
佐
久
大
学

大
学
名
称
の
制
定

学校法人佐久学園
理事長
副理事長
［役員数］
理事
評議員
監事
合計

佐久大学
学長
副学長
（大学院看護学研究科）
研究科長
（看護学部看護学科）
学部長兼学科長
（別科助産専攻）
別科長
［教員数］
教授
准教授
講師
助教
助手
　計

盛岡　正博
白井　汪芳

10名
21名
2名
33名

竹尾　惠子
宮地　文子

別所　遊子

堀内　ふき

清水久美子

15名
5名
5名
12名
11名
48名

佐久大学信州短期大学部
学長
（介護福祉学科）
学科長
［教員数］
教授
准教授
助教
　計
事務局
事務局長　
次長
入試広報課長
教務課長
学生課長
専任職員
　計
［教職員数］
合計

看護学部 教授

看護学部 准教授

看護学部 准教授

看護学部 助教

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入　合計
基本金　組入額
消費収入の部　合計

687,428
12,903
6,665

191,658
3,773
31,628
11,752
945,807
△76,672
869,135

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
徴収不能引当金繰入額等

消費支出の部　合計

当年度消費収入超過額

551,933
233,393
76,482
900

862,708

6,427

固定資産
有形固定資産
その他の固定資産
流動資産
資産の部　合計

科　目

資産の部 負債の部

収入の部 支出の部

金　額 科　目 金　額

科　目 金　額 科　目 金　額
（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

3,374,488
3,354,848
19,640
814,226

4,188,714

固定負債
流動負債

負債の部　合計

97,769
187,006

284,775

所属・職位 研究者名 研究期間 研究課題名

平成26年度～28年度

平成23年度～26年度

平成24年度～26年度

平成26年度～28年度

白井　汪芳

竹下良太郎

5名
4名
2名
11名

岡部　泰男
斎藤　和幸
土屋　道成
羽毛田幸博
金古　吉美

17名

76名

1. 平成26年度　学園組織の状況

2. 平成25年度　決算報告

　懸案であった2号館へのエレベーター設置工事及び省エネに配慮した2号館空調設備
の更新（都市ガス）や照明器具のLED化工事を実施します。（2号館図書館・2F・3F、3号
館レストラン、4号館3F・4F）引き続き学生や地域の方々の利用しやすい学内環境の整備
に努めていきます。

3. 平成26年度　施設・設備取得計画

貸借対照表の要旨（平成26年3月31日現在）

消費収支計算書の要旨（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

4. 科学研究費助成事業（科研費）採択状況



［3］ ［2］佐久の薫風　Vol.1創刊号　　平成26年10月25日 佐久の薫風　Vol.1創刊号　　平成26年10月25日

介護老人保健施設入所高齢者の身体的・精神的・社会的・スピリチュアルな主観的苦痛

CBPRと経営戦略の知見による保健事業を創出する戦略の体系化とその活用

日本人用教師のティーチィングスタイル測定尺度の開発

外来がん患者の不眠に対する自律訓練法の効果

　
創
刊
号
に
あ
た
り
、
佐
久
大
学
設
立
の

経
過
の
概
略
を
述
べ
ま
す
。
短
期
大
学
の
存

亡
の
危
機
対
応
に
奔
走
さ
れ
て
い
た
樫
山

幹
男
氏（
現
名
誉
理
事
長
）と
九
年
前
の
出

会
い
が
私
の
佐
久
大
学
創
立
へ
の
関
わ
り
始

め
で
す
。
本
学
園
の
基
礎
を
始
め
ら
れ
た
市

川
千
晃
氏
と
樫
山
幹
男
氏
が
会
談
し
、
佐
久

学
園
を
分
離
独
立
し
て
、
四
年
制
大
学
の
設

立
を
進
め
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
医
療
過
疎
地
で
あ
っ
た
佐
久
地
域
は
、
先

人
た
ち
の
努
力
の
お
蔭
で
、
今
や
保
健
医
療

福
祉
・
地
域
医
療
の
先
進
地
域
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。「
こ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
、

迫
り
く
る
高
齢
社
会
を
担
う
人
財
を
輩
出

す
る
大
学
を
創
ろ
う
」
と
、
樫
山
さ
ん
と
の

一
回
目
の
出
会
い
か
ら
意
気
投
合
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
の
設
立
認
可
を
得
る
た
め
に
、

直
ち
に
財
務
計
画
を
練
り
、
教
授
人
財
を
求

め
て
九
州
沖
縄
ま
で
同
行
し
ま
し
た
。
大
学

開
設
の
財
源
確
保
に
は
、
県
内
最
大
の
公

的
医
療
組
織
「
厚
生
連
」の
了
解
と
長
野
県

及
び
佐
久
市
に
も
財
政
支
援
を
頂
き
、
公
的

大
学
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合

上
、
お
力
添
え
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
お
名
前

を
挙
げ
ま
せ
ん
が
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
教
授
陣
に
加
わ
っ
た
先
生
方
に
、
佐
久
総

合
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
佐
久
地
域
が
医

療
界
の
中
で
好
感
を
も
た
れ
て
い
た
こ
と
で
、

竹
尾
学
長
を
筆
頭
に
素
晴
ら
し
い
布
陣
で
出

発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
開
設
七
年
目
を
迎
え
た
現
在
、
佐
久
大
学

看
護
学
部
は
多
く
の
医
療
機
関
や
福
祉
施

設
そ
し
て
行
政
機
関
の
ご
協
力
を
頂
き
、
学

生
実
習
と
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
信
州

短
期
大
学
部
も
介
護
福
祉
士
養
成
を
中
心
に
、

福
祉
関
連
の
幅
広
い
人
財
育
成
を
図
る
よ

う
に
再
編
成
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
地

域
の
医
療
福
祉
関
係
の
み
な
ら
ず
、
広
く
産

業
界
を
支
え
る
人
財
の
輩
出
に
努
力
し
て

参
り
ま
す
。

　
私
は
以
前
、
医
療
現
場
で
人
財
不
足
に
苦

労
し
た
経
験
が
あ
る
と
は
云
え
、
教
育
機
関

へ
の
転
出
に
戸
惑
い
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

迷
い
を
払
拭
し
た
の
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
視
察

で
す
。
内
村
鑑
三「
デ
ン
マ
ル
ク
物
語
」に
あ

る
開
拓
者
ダ
ル
ガ
ス
父
子
た
ち
を
伝
え
る
ユ

ト
ラ
ン
ド
半
島
の「
開
拓
記
念
公
園
」に
立

ち
、一
月
の
寒
風
に
当
た
り
ま
し
た
。
約
一

六
〇
年
前
、
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
に
敗
れ
、
豊

饒
な
土
地
を
失
っ
た
小
国
を
今
日
の
繁
栄
に

導
い
た
も
う
一
人
の
教
育
者
グ
ル
ン
ド
ヴ
ィ

の
人
財
育
成
精
神
を
継
ぐ
学
校
を
訪
れ
た
時
、

そ
の
根
底
深
く
流
れ
る
精
神「
社
会
を
築
く

の
は
人
な
り
」
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
前
代

未
聞
の
超
高
齢
社
会
に
直
面
し
て
、
今
こ
そ

人
類
発
展
の
原
点
「
教
育
」
が
問
わ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
わ
が
国
が
人
類
未
踏
の
超
高
齢
社

会
に
突
入
し
二
〇
三
〇
年
に
は
三
人

に
一
人
が
六
十
五
歳
以
上
、
四
人
に
一

人
が
七
十
五
歳
以
上
に
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
将
来
、
世
の
中
の
シ
ス

テ
ム
や
価
値
観
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
に

変
化
が
起
こ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

ま
す
。
十
年
一
昔
、
大
学
入
学
時
は
人

気
で
入
学
が
難
し
か
っ
た
分
野
が
卒

業
後
十
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
衰
退
し
、

人
気
が
な
か
っ
た
分
野
が
隆
盛
に
な
っ

た
例
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
超
高
齢

社
会
の
到
来
は
介
護
の
専
門
知
識
と

技
術
を
学
ん
だ
人
材
が
最
も
頼
り
に

な
り
、
必
要
と
な
り
ま
す
。
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
が
こ
れ
か
ら
の
事
業
の
最
重
点
分

野
に
介
護
福
祉
を
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
拡
が
っ
て
い
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
わ
が
短
期
大
学
部
で
は
そ
の
た
め
に
、

福
祉
先
進
国
デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
特
任
教

授
を
招
い
た
り
、
最
も
先
進
的
な
Ｊ

Ａ
長
野
厚
生
連
や
ジ
ェ
イ
・
エ
ー
長
野

会
と
連
携
し
た
研
究
会
な
ど
を
通
じ

新
し
い
時
代
の
介
護
福
祉
学
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

　
短
期
大
学
は
教
養
と
介
護
福
祉
に

関
す
る
専
門
を
学
ぶ
と
と
も
に
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
多
彩
で
充
実
し
た

二
年
間
の
学
園
生
活
を
通
じ
て
、
効

率
よ
く
社
会
人
基
礎
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
短
期
大
学
は
大

学
と
専
門
学
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
併
せ
も

っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
学
生
も
教
職
員
も
一
体
と
な

っ
て
未
来
の
先
進
介
護
福
祉
学
に
つ
い

て
考
え
実
現
で
き
る
よ
う
頑
張
ろ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
佐
久
大
学
は
設
立
し
て
今
年
で
七

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
看
護
学
部
で
は

三
回
の
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出
し

ま
し
た
。
ま
た
、
別
科
助
産
専
攻
で
は

五
回
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
地
域
で
助

産
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
大
学

院
修
士
課
程
で
は
、
第
一
回
学
位
授

与
式
が
行
わ
れ
、
看
護
教
育
学
を
専

攻
し
た
学
生
二
名
が
立
派
に
修
士
の

学
位
を
修
得
し
大
学
教
員
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
佐
久
大
学
は
、
次
の
ス
テ

ッ
プ
へ
と
飛
躍
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
地
域
に
密
着
し
な
が
ら
、
健
康
で

住
み
よ
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
役
立

つ
人
材
輩
出
が
課
題
で
あ
る
こ
と
は

論
を
待
ち
ま
せ
ん
が
、
加
え
て
、
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
、
国
際
化
な
ど
、

時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
育

成
が
必
要
で
す
。

　
そ
れ
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
ど
の
よ

う
に
行
動
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？

大
学
で
は
ハ
ウ
ツ
ー
を
教
え
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
様
々
な
考
え
や
知
識
、

交
流
を
通
じ
て
、
自
分
な
り
の
考
え
を

練
り
、
行
動
し
、
修
正
し
、
前
進
し
て

い
く
力
を
身
に
付
け
て
い
け
る
よ
う
、

支
援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
得
ら
れ
る
看
護
師
、
保
健
師
、

助
産
師
の
国
家
資
格
は
社
会
で
の
活

躍
に
有
効
な
手
立
て
と
し
て
、
よ
っ
て

立
つ
基
盤
と
し
て
卒
業
生
の
活
躍
に

役
立
っ
て
い
く
事
で
し
ょ
う
。

　
数
年
後
に
は
学
部
卒
業
生
が
本
学

大
学
院
へ
と
帰
っ
て
き
て
、
更
に
専
門

能
力
を
磨
い
て
く
れ
る
日
が
来
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
佐
久
大
学
が
、
社
会
に
役
立
つ
大
学

で
あ
る
と
、
社
会
か
ら
、
地
域
か
ら
、

認
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
大
学
教
職

員
一
同
、
今
後
と
も
努
力
を
続
け
て
参

り
ま
す
。

　
佐
久
学
園
通
信
の
創
刊
に
あ
た

り
、
大
学
名
称
の
制
定
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
披
露
い
た
し

ま
す
。

　
未
来
永
劫
に
使
わ
れ
る
こ
と
を

願
い
、
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
大
学

名
称
を
作
る
こ
と
の
責
任
の
重
さ

を
感
じ
な
が
ら
も
、
再
三
の
理
事

会
で
も
議
論
百
出
で
、
佐
久
の
知

名
度
が
疑
問
視
さ
れ
名
案
の
無
い

ま
ま
、
文
科
省
や
佐
久
市
に
は
仮

称
で
相
談
に
行
く
よ
う
な
日
が
続

き
、
大
学
設
置
の
正
式
申
請
の
日

が
迫
っ
た
あ
る
日
、
大
学
設
置
準

備
室
を
訪
れ
た
、
現
竹
尾
学
長
に

「
大
学
名
の
名
案
は
」
と
お
尋
ね

し
ま
し
た
ら
、
咄
嗟
に「
そ
れ
は
佐

久
大
学
で
し
ょ
う
」
と
ま
さ
に
鶴

の
一
声
を
聞
い
た
感
が
し
ま
し
た
。

　
別
室
に
お
り
ま
し
た
職
員
に
佐

久
大
学
に
決
め
た
こ
と
を
伝
え
る

と
、
佐
久
大
学
の
名
称
に
自
信
が

わ
い
て
き
ま
し
た
。
医
療
界
に
お

け
る
佐
久
総
合
病
院
の
知
名
度
、

佐
久
平
駅
の
あ
る
発
展
途
上
の
佐

久
市
は
、
県
外
の
竹
尾
先
生
に「
佐

久
は
全
国
ブ
ラ
ン
ド
で
す
よ
。
自

信
を
持
ち
ま
し
ょ
う
」
と
励
ま
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
看
護
学
名
を
入
れ
た
カ
レ
ッ
ジ

に
し
な
か
っ
た
の
は
、
将
来
の
発

展
に
夢
を
託
し
た
も
の
で
す
。

　開学（2008年）から、7年目を迎え、約250

名の卒業生を送り出しました。多くの学生が県

内の病院や地域で活躍しています。看護は実践

の学問として、講義・演習・実習と深めていくこ

とが求められます。地域の病院や方々によって、

一緒に育てていただいています。周囲から愛さ

れ、認められ、学生たちが誇りと思えるような

学部を目指していきます。

　学生定員充足率の向上及び文科省補助金採択件数の増などにより、帰属費収入は9.4
億円（前年比5,900万増）、一方、人件費、経常経費などの消費支出は8.6億（同4,200
万増）と、帰属収入で消費支出を賄える状況にあり、消費収支差額でも学園全体では収入
超過となりました。また、貸借対照表では総資産41億円に対し、総負債2.8億（前受金を
除く負債は1.3億円）と健全な財政状況となっています。

　当佐久大学の事務局体制は、今年度から「総務課」
「教務課」「学生課」「入試広報課」の4つの課で対応
することになりました。それぞれの課で、より良い
運営をするべく努力しています。各課の取り組みの
特徴を順次お知らせしたいと思います。

世
界
に

保
健
医
療
福
祉
の
人
財
を

送
り
出
す

大
学
を
め
ざ
し
て

創
刊
に
あ
た
り

大学
紹介

超
高
齢
化
時
代
の
あ
た
ら
し
い

介
護
福
祉
学
を
め
ざ
し
て

学
校
法
人 

佐
久
学
園
理
事
長

盛
岡 

正
博

建
学
の
精
神

建
学
の
精
神

（竹尾学長書）

総務課

教
育
理
念

教
育
理
念

学長

佐久大学

竹尾 惠子
学長

学校法人 佐久学園副理事長
佐久大学信州短期大学部

白井 汪芳
ひろふさ

名誉理事長

学校法人佐久学園

看護学部長

樫山 幹男

堀内 ふき

　女性の一生に深く関わる仕事と意識の出来る

助産師を養成しています。自立した専門職とし

て母子の健康の発展、向上に寄与できる助産師

を育てるために、実習は総合病院に加え、地域

で自然分娩を推進しているクリニック、個性的

な活動を展開する助産施設などで実施し、また

助産ネットワーク活動への参加等幅広く行い、

学生の基礎的能力向上を目指しています。
別科長

清水 久美子

　大学院は、今年3月に一期生2名を送り出し、

現在は12名が在籍して勉強に励んでいます。学

生は様々な研究課題を持って、指導教員のもと

で2～4年かけて丁寧に研究論文を作っていきま

す。大学院での学修では他では学べないものが

得られると言います。仕事と両立させている学

生の便宜を考慮した時間割にしています。卒業

生の方もぜひ将来大学院へきてください。
看護学研究科長

別所 遊子

　介護福祉学科には1年生34名、2年生44名が

在籍し、介護福祉士を目指して勉学に励んでい

ます。4月に入学した学生は第9期生になります。

平成24年4月に信州短期大学から佐久大学信

州短期大学部に名称を変更し、地域の保健・医療・

福祉の一端を担う人材育成に力を注いでおりま

す。
介護福祉学科長

竹下 良太郎 こ
れ
か
ら
の
佐
久
大
学

大
学
名
称
の
制
定

学校法人佐久学園
理事長
副理事長
［役員数］
理事
評議員
監事
合計

佐久大学
学長
副学長
（大学院看護学研究科）
研究科長
（看護学部看護学科）
学部長兼学科長
（別科助産専攻）
別科長
［教員数］
教授
准教授
講師
助教
助手
　計

盛岡　正博
白井　汪芳

10名
21名
2名
33名

竹尾　惠子
宮地　文子

別所　遊子

堀内　ふき

清水久美子

15名
5名
5名
12名
11名
48名

佐久大学信州短期大学部
学長
（介護福祉学科）
学科長
［教員数］
教授
准教授
助教
　計
事務局
事務局長　
次長
入試広報課長
教務課長
学生課長
専任職員
　計
［教職員数］
合計

看護学部 教授

看護学部 准教授

看護学部 准教授

看護学部 助教

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
事業収入
雑収入
帰属収入　合計
基本金　組入額
消費収入の部　合計

687,428
12,903
6,665

191,658
3,773
31,628
11,752
945,807
△76,672
869,135

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
徴収不能引当金繰入額等

消費支出の部　合計

当年度消費収入超過額

551,933
233,393
76,482
900

862,708

6,427

固定資産
有形固定資産
その他の固定資産
流動資産
資産の部　合計

科　目

資産の部 負債の部

収入の部 支出の部

金　額 科　目 金　額

科　目 金　額 科　目 金　額
（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

3,374,488
3,354,848
19,640
814,226

4,188,714

固定負債
流動負債

負債の部　合計

97,769
187,006

284,775

所属・職位 研究者名 研究期間 研究課題名

平成26年度～28年度

平成23年度～26年度

平成24年度～26年度

平成26年度～28年度

白井　汪芳

竹下良太郎

5名
4名
2名
11名

岡部　泰男
斎藤　和幸
土屋　道成
羽毛田幸博
金古　吉美

17名

76名

1. 平成26年度　学園組織の状況

2. 平成25年度　決算報告

　懸案であった2号館へのエレベーター設置工事及び省エネに配慮した2号館空調設備
の更新（都市ガス）や照明器具のLED化工事を実施します。（2号館図書館・2F・3F、3号
館レストラン、4号館3F・4F）引き続き学生や地域の方々の利用しやすい学内環境の整備
に努めていきます。

3. 平成26年度　施設・設備取得計画

貸借対照表の要旨（平成26年3月31日現在）

消費収支計算書の要旨（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

4. 科学研究費助成事業（科研費）採択状況



　
平
成
二
十
年
四
月
、
佐
久
大
学

開
学
と
同
時
に
着
任
し
ま
し
た
。
六

年
間
無
事
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
は
、
樫
山
理
事
長
、
竹
尾
学

長
は
じ
め
、
教
職
員
の
皆
さ
ま
の

ご
指
導
、
ご
支
援
の
お
蔭
と
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
六
年
を
振
り
返
る
と
様
々
な
こ

と
が
走
馬
灯
の
ご
と
く
浮
か
び
、

ど
の
よ
う
に
記
述
し
た
ら
よ
い
か

迷
う
ば
か
り
で
す
が
、
教
務
委
員
会

の
こ
と
を
中
心
に
書
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
開
学
当
時
は
ま
だ
教
員
も
全
領

域
そ
ろ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
委
員
会
は
な
く
教
務
・
学
生
の

二
つ
の
係
が
必
要
な
こ
と
を
検
討

し
進
め
て
い
く
状
況
で
し
た
。
私
は

前
任
校
で
の
経
験
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
教
務
係
の
責
任
者
を
仰
せ
つ

か
り
、
そ
の
後
、
委
員
会
発
足
と
同

時
に
委
員
長
に
任
命
さ
れ
、
そ
の

任
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、

本
学
の
理
念
、
教
育
目
標
、
教
育
課

程
等
々
を
文
科
省
提
出
の
申
請
書

の
書
類
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始

め
、
次
に
履
修
規
程
の
整
備
や
授

業
評
価
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　
学
年
進
行
に
従
っ
て
、
進
級
判
定

の
条
件
、
Ｇ
Ｐ
Ａ（
履
修
科
目
の
成

績
平
均
値
）、
Ｃ
Ａ
Ｐ
制（
履
修
登

録
単
位
数
の
上
限
設
定
）の
導
入
等
々

の
案
を
教
授
会
に
上
程
し
、
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
大
学
ゆ
え
、
他
大
学
の
規

程
な
ど
を
集
め
て
何
度
も
委
員
会

で
検
討
し
教
授
会
で
更
に
多
く
の

意
見
を
頂
き
、
学
事
課
長
や
担
当

者
の
多
大
な
協
力
に
よ
っ
て
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
完
成
年
次

を
経
て
、
学
生
や
科
目
担
当
者
か

ら
の
評
価
を
生
か
し
て
少
し
ず
つ
改

善
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
自
己
点
検
評
価

で
明
ら
か
に
さ
れ
た
本
学
の
素
晴

ら
し
い
点
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、
課
題

を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
在

職
の
先
生
方
が
担
っ
て
下
さ
る
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。

　
教
員
生
活
の
最
後
を
佐
久
大
学

で
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
学
生
と

と
も
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
本
当
に

幸
せ
で
し
た
。
冬
は
時
に
寒
さ
厳
し

い
日
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
に
は
全

く
苦
に
な
ら
な
い
寒
さ
で
し
た
。
た

だ
、
今
年
の
二
月
十
四
日
か
ら
十
五

日
に
か
け
て
の
大
雪
は
、
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
佐
久
学
園
佐
久
大
学
の
ま
す
ま

す
の
発
展
と
皆
さ
ん
の
ご
健
康
と

ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
月
の
明
る
い
夜
に
な
る
と
、
佐
久

大
学
の
同
僚
の
教
員
た
ち
と
夜
空

を
眺
め
な
が
ら
、
月
や
星
に
つ
い
て

あ
れ
こ
れ
語
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
な
ぜ
か
安
く

て
お
い
し
か
っ
た
食
堂
で
の
語
ら
い

の
時
が
な
つ
か
し
く
な
り
ま
す
。

　
私
は
国
際
看
護
論
担
当
者
と
し

て
三
回
に
わ
た
っ
て
タ
イ
の
セ
ン
ト
・

ル
イ
ス
大
学
へ
学
生
を
引
率
し
ま
し

た
。
タ
イ
で
は
学
部
長
の

B
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先
生
を
は
じ
め
担
当

ス
タ
ッ
フ
や
学
部
生
か
ら
、
あ
た
た

か
く
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
久
大
学
の
参
加
学
生
は
片
手
に

辞
書
を
も
っ
て
単
語
を
引
き
な
が
ら

会
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
見
た
私
は
感
激
し
、
外
国
人
の

教
員
や
研
修
生
と
の
交
流
は
、
学

生
が
将
来
外
国
に
行
っ
た
と
き
、
早

く
そ
こ
の
文
化
を
受
け
入
れ
る
可

能
性
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
し

た
。

　
平
成
二
十
四
年
度
の
学
生
は
、

セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
大
学
主
催
の「
ア
セ

ア
ン
・
プ
ラ
ス
・
ス
リ
ー
の
若
者
た
ち

の
夕
べ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
招
待
さ

れ
、
余
興
を
披
露
し
ま
し
た
。
女
子

学
生
は「
ゆ
か
た
」
男
子
学
生
は「
じ

ん
べ
え
」
を
着
て
壇
上
に
あ
が
り
、

盆
踊
り
、
続
い
て「
幸
せ
な
ら
手
を

た
た
こ
う
」
を
唄
い
ま
し
た
。
会
場

に
手
拍
子
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
皆

さ
ん
唄
い
な
が
ら
参
加
し
て
、
会
場

全
体
が
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
例
年
行
っ
て
い
る
高
齢
者

施
設
見
学
で
の
入
所
さ
れ
て
い
る
方

た
ち
と
の
交
流
会
で
は
、
平
成
二

十
五
年
度
の
学
生
は
何
を
す
る
の

か
と
思
っ
て
い
た
ら
、「
ラ
ジ
オ
体

操
第
一
」
が
流
れ
て
き
て
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
が
実
際
に
体

操
を
し
て
み
せ
て
、
一
緒
に
や
り

ま
し
ょ
う
と
集
ま
っ
た
人
た
ち
に

声
か
け
を
し
た
ら
、
参
加
者
も
増
え
、

と
て
も
な
ご
や
か
な
楽
し
い
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
当
に
楽
し
く
五
年
間
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
佐
久
大
学
開
学
年
度
の
平
成
二

十
年
四
月
に
赴
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
っ
と
い
う
間
に
退
職
を
迎
え
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
こ
の
六
年
間
は
、

教
育
と
研
究
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
に
追
わ
れ
る
厳
し
い
日
々
で

し
た
が
、
今
ま
で
の
職
業
人
生
で
、

一
番
濃
密
で
充
実
し
た
素
晴
ら
し
い

時
間
を
過
ご
せ
た
と
心
か
ら
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
多
く
の
皆
様
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　
思
い
返
せ
ば
、
就
職
し
て
す
ぐ
の

七
月
初
め
に「
来
年
度
か
ら
助
産
師

教
育
を
開
始
し
た
い
の
で
準
備
を

す
す
め
る
よ
う
に
」
と
伝
え
ら
れ
た

日
の
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
助
産
師
教
育
は
看
護
学
部

の
完
成
年
次
に
始
め
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ま
さ
に
青

天
の
霹
靂
で
し
た
。
し
か
し
、
私
自

身
が
担
当
す
る
授
業
は
ま
だ
始
ま

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
準

備
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
、
予

定
通
り
に
認
可
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
看
護
学
部
の
完
成
年
次
に
続
い

て
開
設
さ
れ
た
大
学
院
の
教
育
に

も
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
学
部
・

別
科
・
大
学
院
と
、め
く
る
め
く
日
々

を
送
り
ま
し
た
が
、
た
い
へ
ん
充
実

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
研
究
に
お
い
て
は
、
竹
尾
学
長
の

ご
指
導
の
下
、
科
研
費
の
取
得
が

で
き
、
関
連
研
究
も
含
め
て
領
域

の
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
、一
定
の
成

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
、
最
後
ま
で
何
と

か
勤
務
を
全
う
で
き
た
こ
と
に
安

堵
を
感
じ
つ
つ
、
佐
久
大
学
へ
の
愛

惜
と
感
謝
を
深
く
心
に
刻
ん
で
お

り
ま
す
。
今
後
は
一
市
井
人
と
し
て
、

佐
久
大
学
の
未
来
永
劫
の
発
展
を

祈
り
、
見
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
至
ら
な
い
私
を
支
え
て
下
さ
い
ま

し
た
教
職
員
の
皆
様
、
そ
し
て
実
習

施
設
の
関
係
者
の
皆
様
に
も
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
思
い
出
の
多
い
佐
久
に
は
、
い
つ

か
ま
た
是
非
絵
を
描
き
に
行
こ
う

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
東
京
で
は
あ

ま
り
会
え
な
い
よ
う
な
親
切
な
地

元
の
方
々
に
再
会
し
た
い
で
す
。

　
佐
久
大
学
で
教
鞭
を
と
り
ま
し

た
の
は
５
年
間
と
い
う
短
い
期
間

で
し
た
が
、
他
の
ど
の
大
学
よ
り
も

印
象
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
が
佐
久
大
学
の
特
徴
と
し
て

あ
げ
た
い
こ
と
は
次
の
五
つ
あ
り

ま
す
。

①
佐
久
大
学
が
大
き
な
家
族
の
よ

う
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

教
職
員
は
地
元
で
生
ま
れ
、
都
会

の
大
学
で
勉
強
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た

方
が
多
く
、
地
域
の
特
色
を
維
持

し
な
が
ら
他
県
か
ら
き
た
ベ
テ
ラ
ン

の
教
員
と
組
ん
で
教
育
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
大
学
は
ま
る
で
実
家
の

よ
う
に
学
生
た
ち
を
大
切
に
し
、
教

職
員
は
自
分
た
ち
の
子
ど
も
の
よ

う
に
愛
情
を
も
っ
て
接
し
て
い
ま
す
。

②
佐
久
市
が
、
ち
ょ
う
ど
米
国
の
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
よ
う
な
大
学
の

町
と
し
て
栄
え
始
め
て
い
る
こ
と

で
す
。
駅
や
大
学
周
辺
に
は
、
学
生

用
ア
パ
ー
ト
や
若
者
が
外
食
し
た
り

ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
お
店
が
増
え
ま

し
た
。
地
元
の
人
々
に
も
佐
久
大
学

の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

③
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

県
内
で
よ
い
教
育
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
若
者

の
県
外
流
出
を
減
少
さ
せ
、
家
族

が
お
互
い
に
近
く
で
生
活
す
る
こ

と
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

④
季
節
を
通
じ
て
新
鮮
な
果
物
や

野
菜
が
豊
富
で
、
厳
し
い
冬
を
越
す

た
め
の
保
存
食
で
あ
る
漬
物
や
乾

物
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
食
品
も
多
々

あ
り
ま
す
。
大
学
の
食
堂
で
は
敷
地

内
で
収
穫
し
た
お
米
が
提
供
さ
れ
、

そ
の
味
は
最
高
で
し
た
。

⑤
浅
間
山
を
は
じ
め
北
ア
ル
プ
ス

な
ど
、
大
学
か
ら
の
景
観
は
す
ば
ら

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
都
会
で
は

体
験
で
き
な
い
広
く
豊
か
な
自
然

環
境
で
、
若
者
は
身
体
と
心
を
鍛
え
、

大
人
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　
目
を
閉
じ
て
い
て
も
、
佐
久
の
空
、

雲
、
山
々
は
記
憶
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ

れ
て
い
て
、
今
で
も
絵
に
再
現
す
る

こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　
僅
か
二
年
間
の
在
職
期
間
で
し

た
が
、
公
私
と
も
に
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
皆
様
か
ら

の
心
温
ま
る
ご
厚
情
は
誠
に
う
れ

し
く
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
浅
間
・
蓼
科
･
八
ヶ
岳
連
峰
に
囲

ま
れ
、
遠
く
に
北
ア
ル
プ
ス
を
望
む

自
然
豊
か
な
佐
久
は
、
若
い
こ
ろ
に

訪
れ
た
高
原
の
記
憶
を
さ
ら
に
豊

か
な
も
の
に
書
き
換
え
、
訪
れ
る
た

び
に
都
会
生
活
者
の
心
を
癒
し
て

く
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
新
鮮
だ
っ

た
の
は
、
四
月
末
に
咲
い
た
満
開

の
白
い
花
が
見
る
見
る
真
っ
赤
な

リ
ン
ゴ
に
成
長
し
、
鈴
な
り
に
な
る

様
を
毎
週
見
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。

こ
の
豊
か
な
自
然
が
い
つ
ま
で
も
こ

の
ま
ま
続
い
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
出
来
れ
ば
一
旅
行
者
と
し

て
こ
の
地
を
再
び
訪
れ
、
ゆ
っ
く
り

と
自
然
を
味
わ
っ
て
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
私
の
恩
師
の
笠
松
章
先
生
は
若

月
俊
一
先
生
と
同
級
で
、
よ
く
佐
久

の
地
域
医
療
の
こ
と
を
私
た
ち
に

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
佐
久
で
お

仕
事
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
も
、

何
か
不
思
議
な
ご
縁
を
感
じ
て
い

ま
す
。
長
野
県
が
沖
縄
県
を
抜
い
て

寿
命
日
本
一
に
な
っ
た
こ
と
は
、

若
月
先
生
の
地
域
医
療
の
成
果
が

稔
っ
た
結
果
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

佐
久
は
今
、
若
月
先
生
の
築
か
れ

た
基
盤
の
う
え
に
、
さ
ら
に
地
域

の
人
々
の
生
活
･
健
康
･
福
祉
が
一
体

と
な
っ
た
新
し
い
地
域
医
療
を
展
開

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。

　
少
子
化
、
看
護
系
大
学
数
の
増

加
な
ど
時
代
の
厳
し
い
波
が
佐
久

大
学
看
護
学
部
に
も
押
し
寄
せ
る

こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。
本
学
の
教
職
員
・
卒
業
生
・

学
生
の
皆
様
が
、
新
し
い
佐
久
の
地

域
医
療
の
一
翼
を
担
い
、
有
能
な

活
動
メ
ン
バ
ー
と
し
て
地
位
を
確
立

す
る
こ
と
が
、
佐
久
大
学
の
さ
ら
な

る
発
展
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か

と
信
じ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に

教
職
員
の
皆
様
が
力
を
合
わ
せ
て
、

実
力
あ
る
看
護
･
保
健
･
助
産
師
を

育
て
ら
れ
、
精
力
的
に
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
、
佐
久
大
学

の
一
層
の
ご
発
展
と
あ
わ
せ
て
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

祈
念
し
て
、
感
謝
の
言
葉
と
致
し

ま
す
。

　
佐
久
大
学
を
最
後
に
私
は
仕
事

を
辞
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

ん
な
に
歳
を
重
ね
る
ま
で
よ
く
続

い
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
前
任

校
で
終
わ
り
に
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
竹
尾
学
長
か
ら
の
薦
め

で
、
看
護
教
育
と
研
究
の
一
端
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
の
五
年
間
を
長
い
と
は
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
佐
久
は
自
然
環
境
が
大
変
魅
力

的
で
し
た
。
浅
間
山
は
見
る
角
度

で
違
っ
た
姿
を
み
せ
、
季
節
に
よ
っ

て
化
粧
を
変
え
、
日
々
変
化
す
る
様

は
毎
日
眺
め
て
い
て
も
飽
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
大
学
か
ら
住
ま
い
ま
で

の
道
端
に
は
、
四
季
折
々
の
田
園

風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
田
植

え
の
頃
は
田
に
雪
解
け
の
水
を
張
り
、

草
木
や
家
が
水
面
に
写
る
様
子
は

何
と
も
言
え
な
い
趣
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
五
ヶ
月
も
経
つ
と
黄
金
色

の
稲
穂
が
頭
を
た
れ
る
の
で
す
。
大

学
ま
で
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
、
こ

の
よ
う
な
自
然
の
中
を
歩
く
と
丁

度
よ
い
運
動
に
な
り
、
持
病
で
あ
る

膝
の
痛
み
も
い
つ
の
間
に
か
治
っ
て

い
ま
し
た
。

　
信
州
の
人
は
勤
勉
実
直
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
幾

つ
か
の
看
護
学
部
に
奉
職
し
ま
し

た
が
、
佐
久
大
学
の
学
生
も
先
生
方

も
長
野
県
出
身
者
が
多
い
せ
い
か
、

い
い
方
ば
か
り
で
と
て
も
働
き
や

す
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
学
生
時
代
を
思
い
返
す
と
、

講
義
を
受
け
る
と
き
は
興
味
を
も

っ
て
聴
い
て
い
た
つ
も
り
の
内
容
は

忘
れ
て
し
ま
い
、
む
し
ろ
講
義
の
本

筋
か
ら
脱
線
し
た
比
喩
に
富
ん
だ

話
の
方
が
面
白
か
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
自
分
が
教
え
る
立
場

に
な
っ
て
、
百
人
近
い
大
勢
の
学
生

を
前
に
ど
の
よ
う
な
授
業
を
す
る

べ
き
か
、
学
生
に
正
し
く
理
解
さ
れ

て
い
る
の
か
と
、
試
行
錯
誤
し
ま
し

た
が
、
最
後
ま
で
納
得
の
い
く
講
義

は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
佐
久
大
学
の
学
生
・

教
職
員
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
は
か
ら
ず
も
佐
久
大
学
の
創
設

期
の
五
年
間
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
の
喜
び

で
す
。
私
は
父
の
仕
事
の
関
係
で
幼

児
期
の
三
年
間
ほ
ど
を
長
野
市
で

暮
ら
し
た
経
験
が
あ
り
、
今
回
は
再

び
の
信
州
で
の
生
活
で
し
た
。
若
い

方
々
と
楽
し
く
教
育
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
前
任
の
大
学
を
定
年
退
職
し
、

看
護
教
育
か
ら
二
年
ほ
ど
離
れ
て

は
い
ま
し
た
が
、
そ
の
間
も
精
神
保

健
看
護
の
臨
地
的
な
仕
事
に
携
わ

っ
て
い
た
こ
と
が
、
現
状
か
ら
ブ
レ

な
い
教
育
を
行
う
こ
と
に
役
立
ち

ま
し
た
。

　
領
域
の
先
生
方
と
一
緒
に
病
院

以
外
の
地
域
の
実
習
施
設
を
開
拓

で
き
た
の
も
楽
し
い
こ
と
で
し
た
。

精
神
科
病
院
や
社
会
復
帰
施
設
の

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
も
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
精
神
疾
患
を
経
験
し
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
励
ん
で
い

る
方
々
に
授
業
で
お
話
し
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
卒
業
生
が

精
神
看
護
に
関
心
を
持
っ
て
、
毎
年

こ
の
領
域
に
就
職
し
て
く
れ
て
い
る

の
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
彼
ら
の
う

ち
、
い
つ
か
佐
久
大
学
で
精
神
看
護

の
教
育
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る

方
が
で
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
Ｆ
Ｄ
部
会
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
の
現
状
と
、

求
め
ら
れ
る
学
生
の
力
量
の
確
認

等
、
教
員
の
研
究
発
表
、
大
学
自
己

点
検
評
価
の
学
習
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
教
職
員
の
力
量

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領

域
で
求
め
ら
れ
る
活
動
や
力
量
を
、

紹
介
し
あ
う
刺
激
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
地
域
と
の
緊
密
な
連
携
の

と
れ
る
佐
久
大
学
は
、
ま
す
ま
す
発

展
す
る
要
素
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
人
口
構
成
や
疾
病

構
造
の
変
化
か
ら
見
て
、
今
後
の
保

健
医
療
福
祉
は
大
き
く
変
わ
り
、

看
護
の
比
重
も
大
き
く
な
り
、
看

護
の
場
は
ど
ん
ど
ん
病
院
施
設
か

ら
出
て
多
く
の
人
々
と
連
携
し
、
求

め
ら
れ
る
力
量
も
変
化
し
て
い
く

と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
若
い
方
々
の
ご
研
鑽
と

ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
三
月
、

建
学
の
理
念
を
め
ざ
す
大
学
づ
く
り
に

豊
か
な
経
験
を
惜
し
み
な
く
発
揮
し
て
貢
献
さ
れれ
た

七
人
の
教
授
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
へ
の
想
い
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

退職教員紹介
教
務
委
員
会
の

思
い
出

新
し
い
地
域
医
療
の

一
翼
を
担
う

佐
久
大
学
で
の

五
年
間

佐
久
の
自
然
と

共
に
過
ご
し
た

五
年
間

濃
密
で
充
実
し
た

大
学
生
活

大
学
の
ま
ち
を
描
く

海
外
研
修
の
思
い
出

基礎総合看護学
教授

基礎総合看護学
教授

図書館長・別科助産専攻別科長
教授

成人看護学
教授

大学院
教授

大学院研究科長
老年看護学 教授

精神看護学
教授
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平
成
二
十
年
四
月
、
佐
久
大
学

開
学
と
同
時
に
着
任
し
ま
し
た
。
六

年
間
無
事
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
は
、
樫
山
理
事
長
、
竹
尾
学

長
は
じ
め
、
教
職
員
の
皆
さ
ま
の

ご
指
導
、
ご
支
援
の
お
蔭
と
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
六
年
を
振
り
返
る
と
様
々
な
こ

と
が
走
馬
灯
の
ご
と
く
浮
か
び
、

ど
の
よ
う
に
記
述
し
た
ら
よ
い
か

迷
う
ば
か
り
で
す
が
、
教
務
委
員
会

の
こ
と
を
中
心
に
書
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
開
学
当
時
は
ま
だ
教
員
も
全
領

域
そ
ろ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
委
員
会
は
な
く
教
務
・
学
生
の

二
つ
の
係
が
必
要
な
こ
と
を
検
討

し
進
め
て
い
く
状
況
で
し
た
。
私
は

前
任
校
で
の
経
験
も
あ
っ
た
こ
と

か
ら
教
務
係
の
責
任
者
を
仰
せ
つ

か
り
、
そ
の
後
、
委
員
会
発
足
と
同

時
に
委
員
長
に
任
命
さ
れ
、
そ
の

任
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、

本
学
の
理
念
、
教
育
目
標
、
教
育
課

程
等
々
を
文
科
省
提
出
の
申
請
書

の
書
類
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始

め
、
次
に
履
修
規
程
の
整
備
や
授

業
評
価
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　
学
年
進
行
に
従
っ
て
、
進
級
判
定

の
条
件
、
Ｇ
Ｐ
Ａ（
履
修
科
目
の
成

績
平
均
値
）、
Ｃ
Ａ
Ｐ
制（
履
修
登

録
単
位
数
の
上
限
設
定
）の
導
入
等
々

の
案
を
教
授
会
に
上
程
し
、
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
大
学
ゆ
え
、
他
大
学
の
規

程
な
ど
を
集
め
て
何
度
も
委
員
会

で
検
討
し
教
授
会
で
更
に
多
く
の

意
見
を
頂
き
、
学
事
課
長
や
担
当

者
の
多
大
な
協
力
に
よ
っ
て
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
完
成
年
次

を
経
て
、
学
生
や
科
目
担
当
者
か

ら
の
評
価
を
生
か
し
て
少
し
ず
つ
改

善
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
自
己
点
検
評
価

で
明
ら
か
に
さ
れ
た
本
学
の
素
晴

ら
し
い
点
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、
課
題

を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
在

職
の
先
生
方
が
担
っ
て
下
さ
る
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。

　
教
員
生
活
の
最
後
を
佐
久
大
学

で
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
学
生
と

と
も
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
本
当
に

幸
せ
で
し
た
。
冬
は
時
に
寒
さ
厳
し

い
日
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
に
は
全

く
苦
に
な
ら
な
い
寒
さ
で
し
た
。
た

だ
、
今
年
の
二
月
十
四
日
か
ら
十
五

日
に
か
け
て
の
大
雪
は
、
い
ろ
い
ろ

な
意
味
で
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
佐
久
学
園
佐
久
大
学
の
ま
す
ま

す
の
発
展
と
皆
さ
ん
の
ご
健
康
と

ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
月
の
明
る
い
夜
に
な
る
と
、
佐
久

大
学
の
同
僚
の
教
員
た
ち
と
夜
空

を
眺
め
な
が
ら
、
月
や
星
に
つ
い
て

あ
れ
こ
れ
語
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
な
ぜ
か
安
く

て
お
い
し
か
っ
た
食
堂
で
の
語
ら
い

の
時
が
な
つ
か
し
く
な
り
ま
す
。

　
私
は
国
際
看
護
論
担
当
者
と
し

て
三
回
に
わ
た
っ
て
タ
イ
の
セ
ン
ト
・

ル
イ
ス
大
学
へ
学
生
を
引
率
し
ま
し

た
。
タ
イ
で
は
学
部
長
の

B
oonyanurak

先
生
を
は
じ
め
担
当

ス
タ
ッ
フ
や
学
部
生
か
ら
、
あ
た
た

か
く
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

佐
久
大
学
の
参
加
学
生
は
片
手
に

辞
書
を
も
っ
て
単
語
を
引
き
な
が
ら

会
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子

を
見
た
私
は
感
激
し
、
外
国
人
の

教
員
や
研
修
生
と
の
交
流
は
、
学

生
が
将
来
外
国
に
行
っ
た
と
き
、
早

く
そ
こ
の
文
化
を
受
け
入
れ
る
可

能
性
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
し

た
。

　
平
成
二
十
四
年
度
の
学
生
は
、

セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
大
学
主
催
の「
ア
セ

ア
ン
・
プ
ラ
ス
・
ス
リ
ー
の
若
者
た
ち

の
夕
べ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
招
待
さ

れ
、
余
興
を
披
露
し
ま
し
た
。
女
子

学
生
は「
ゆ
か
た
」
男
子
学
生
は「
じ

ん
べ
え
」
を
着
て
壇
上
に
あ
が
り
、

盆
踊
り
、
続
い
て「
幸
せ
な
ら
手
を

た
た
こ
う
」
を
唄
い
ま
し
た
。
会
場

に
手
拍
子
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
皆

さ
ん
唄
い
な
が
ら
参
加
し
て
、
会
場

全
体
が
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
例
年
行
っ
て
い
る
高
齢
者

施
設
見
学
で
の
入
所
さ
れ
て
い
る
方

た
ち
と
の
交
流
会
で
は
、
平
成
二

十
五
年
度
の
学
生
は
何
を
す
る
の

か
と
思
っ
て
い
た
ら
、「
ラ
ジ
オ
体

操
第
一
」
が
流
れ
て
き
て
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
学
生
た
ち
が
実
際
に
体

操
を
し
て
み
せ
て
、
一
緒
に
や
り

ま
し
ょ
う
と
集
ま
っ
た
人
た
ち
に

声
か
け
を
し
た
ら
、
参
加
者
も
増
え
、

と
て
も
な
ご
や
か
な
楽
し
い
ひ
と
と

き
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
当
に
楽
し
く
五
年
間
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
佐
久
大
学
開
学
年
度
の
平
成
二

十
年
四
月
に
赴
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

あ
っ
と
い
う
間
に
退
職
を
迎
え
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
こ
の
六
年
間
は
、

教
育
と
研
究
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま

な
業
務
に
追
わ
れ
る
厳
し
い
日
々
で

し
た
が
、
今
ま
で
の
職
業
人
生
で
、

一
番
濃
密
で
充
実
し
た
素
晴
ら
し
い

時
間
を
過
ご
せ
た
と
心
か
ら
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
多
く
の
皆
様
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　
思
い
返
せ
ば
、
就
職
し
て
す
ぐ
の

七
月
初
め
に「
来
年
度
か
ら
助
産
師

教
育
を
開
始
し
た
い
の
で
準
備
を

す
す
め
る
よ
う
に
」
と
伝
え
ら
れ
た

日
の
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
助
産
師
教
育
は
看
護
学
部

の
完
成
年
次
に
始
め
る
だ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
ま
さ
に
青

天
の
霹
靂
で
し
た
。
し
か
し
、
私
自

身
が
担
当
す
る
授
業
は
ま
だ
始
ま

っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
準

備
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
、
予

定
通
り
に
認
可
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
看
護
学
部
の
完
成
年
次
に
続
い

て
開
設
さ
れ
た
大
学
院
の
教
育
に

も
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
学
部
・

別
科
・
大
学
院
と
、め
く
る
め
く
日
々

を
送
り
ま
し
た
が
、
た
い
へ
ん
充
実

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
研
究
に
お
い
て
は
、
竹
尾
学
長
の

ご
指
導
の
下
、
科
研
費
の
取
得
が

で
き
、
関
連
研
究
も
含
め
て
領
域

の
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
、一
定
の
成

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
、
最
後
ま
で
何
と

か
勤
務
を
全
う
で
き
た
こ
と
に
安

堵
を
感
じ
つ
つ
、
佐
久
大
学
へ
の
愛

惜
と
感
謝
を
深
く
心
に
刻
ん
で
お

り
ま
す
。
今
後
は
一
市
井
人
と
し
て
、

佐
久
大
学
の
未
来
永
劫
の
発
展
を

祈
り
、
見
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
至
ら
な
い
私
を
支
え
て
下
さ
い
ま

し
た
教
職
員
の
皆
様
、
そ
し
て
実
習

施
設
の
関
係
者
の
皆
様
に
も
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
思
い
出
の
多
い
佐
久
に
は
、
い
つ

か
ま
た
是
非
絵
を
描
き
に
行
こ
う

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
東
京
で
は
あ

ま
り
会
え
な
い
よ
う
な
親
切
な
地

元
の
方
々
に
再
会
し
た
い
で
す
。

　
佐
久
大
学
で
教
鞭
を
と
り
ま
し

た
の
は
５
年
間
と
い
う
短
い
期
間

で
し
た
が
、
他
の
ど
の
大
学
よ
り
も

印
象
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　
私
が
佐
久
大
学
の
特
徴
と
し
て

あ
げ
た
い
こ
と
は
次
の
五
つ
あ
り

ま
す
。

①
佐
久
大
学
が
大
き
な
家
族
の
よ

う
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

教
職
員
は
地
元
で
生
ま
れ
、
都
会

の
大
学
で
勉
強
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
た

方
が
多
く
、
地
域
の
特
色
を
維
持

し
な
が
ら
他
県
か
ら
き
た
ベ
テ
ラ
ン

の
教
員
と
組
ん
で
教
育
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
大
学
は
ま
る
で
実
家
の

よ
う
に
学
生
た
ち
を
大
切
に
し
、
教

職
員
は
自
分
た
ち
の
子
ど
も
の
よ

う
に
愛
情
を
も
っ
て
接
し
て
い
ま
す
。

②
佐
久
市
が
、
ち
ょ
う
ど
米
国
の
プ

リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
よ
う
な
大
学
の

町
と
し
て
栄
え
始
め
て
い
る
こ
と

で
す
。
駅
や
大
学
周
辺
に
は
、
学
生

用
ア
パ
ー
ト
や
若
者
が
外
食
し
た
り

ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
お
店
が
増
え
ま

し
た
。
地
元
の
人
々
に
も
佐
久
大
学

の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

③
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

県
内
で
よ
い
教
育
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
若
者

の
県
外
流
出
を
減
少
さ
せ
、
家
族

が
お
互
い
に
近
く
で
生
活
す
る
こ

と
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

④
季
節
を
通
じ
て
新
鮮
な
果
物
や

野
菜
が
豊
富
で
、
厳
し
い
冬
を
越
す

た
め
の
保
存
食
で
あ
る
漬
物
や
乾

物
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
食
品
も
多
々

あ
り
ま
す
。
大
学
の
食
堂
で
は
敷
地

内
で
収
穫
し
た
お
米
が
提
供
さ
れ
、

そ
の
味
は
最
高
で
し
た
。

⑤
浅
間
山
を
は
じ
め
北
ア
ル
プ
ス

な
ど
、
大
学
か
ら
の
景
観
は
す
ば
ら

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
都
会
で
は

体
験
で
き
な
い
広
く
豊
か
な
自
然

環
境
で
、
若
者
は
身
体
と
心
を
鍛
え
、

大
人
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　
目
を
閉
じ
て
い
て
も
、
佐
久
の
空
、

雲
、
山
々
は
記
憶
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ

れ
て
い
て
、
今
で
も
絵
に
再
現
す
る

こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　
僅
か
二
年
間
の
在
職
期
間
で
し

た
が
、
公
私
と
も
に
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
の
皆
様
か
ら

の
心
温
ま
る
ご
厚
情
は
誠
に
う
れ

し
く
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
浅
間
・
蓼
科
･
八
ヶ
岳
連
峰
に
囲

ま
れ
、
遠
く
に
北
ア
ル
プ
ス
を
望
む

自
然
豊
か
な
佐
久
は
、
若
い
こ
ろ
に

訪
れ
た
高
原
の
記
憶
を
さ
ら
に
豊

か
な
も
の
に
書
き
換
え
、
訪
れ
る
た

び
に
都
会
生
活
者
の
心
を
癒
し
て

く
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
新
鮮
だ
っ

た
の
は
、
四
月
末
に
咲
い
た
満
開

の
白
い
花
が
見
る
見
る
真
っ
赤
な

リ
ン
ゴ
に
成
長
し
、
鈴
な
り
に
な
る

様
を
毎
週
見
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。

こ
の
豊
か
な
自
然
が
い
つ
ま
で
も
こ

の
ま
ま
続
い
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
出
来
れ
ば
一
旅
行
者
と
し

て
こ
の
地
を
再
び
訪
れ
、
ゆ
っ
く
り

と
自
然
を
味
わ
っ
て
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
私
の
恩
師
の
笠
松
章
先
生
は
若

月
俊
一
先
生
と
同
級
で
、
よ
く
佐
久

の
地
域
医
療
の
こ
と
を
私
た
ち
に

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
佐
久
で
お

仕
事
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
も
、

何
か
不
思
議
な
ご
縁
を
感
じ
て
い

ま
す
。
長
野
県
が
沖
縄
県
を
抜
い
て

寿
命
日
本
一
に
な
っ
た
こ
と
は
、

若
月
先
生
の
地
域
医
療
の
成
果
が

稔
っ
た
結
果
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

佐
久
は
今
、
若
月
先
生
の
築
か
れ

た
基
盤
の
う
え
に
、
さ
ら
に
地
域

の
人
々
の
生
活
･
健
康
･
福
祉
が
一
体

と
な
っ
た
新
し
い
地
域
医
療
を
展
開

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。

　
少
子
化
、
看
護
系
大
学
数
の
増

加
な
ど
時
代
の
厳
し
い
波
が
佐
久

大
学
看
護
学
部
に
も
押
し
寄
せ
る

こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
思
い

ま
す
。
本
学
の
教
職
員
・
卒
業
生
・

学
生
の
皆
様
が
、
新
し
い
佐
久
の
地

域
医
療
の
一
翼
を
担
い
、
有
能
な

活
動
メ
ン
バ
ー
と
し
て
地
位
を
確
立

す
る
こ
と
が
、
佐
久
大
学
の
さ
ら
な

る
発
展
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か

と
信
じ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に

教
職
員
の
皆
様
が
力
を
合
わ
せ
て
、

実
力
あ
る
看
護
･
保
健
･
助
産
師
を

育
て
ら
れ
、
精
力
的
に
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
、
佐
久
大
学

の
一
層
の
ご
発
展
と
あ
わ
せ
て
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

祈
念
し
て
、
感
謝
の
言
葉
と
致
し

ま
す
。

　
佐
久
大
学
を
最
後
に
私
は
仕
事

を
辞
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

ん
な
に
歳
を
重
ね
る
ま
で
よ
く
続

い
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
前
任

校
で
終
わ
り
に
し
よ
う
と
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
竹
尾
学
長
か
ら
の
薦
め

で
、
看
護
教
育
と
研
究
の
一
端
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
の
五
年
間
を
長
い
と
は
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
佐
久
は
自
然
環
境
が
大
変
魅
力

的
で
し
た
。
浅
間
山
は
見
る
角
度

で
違
っ
た
姿
を
み
せ
、
季
節
に
よ
っ

て
化
粧
を
変
え
、
日
々
変
化
す
る
様

は
毎
日
眺
め
て
い
て
も
飽
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
大
学
か
ら
住
ま
い
ま
で

の
道
端
に
は
、
四
季
折
々
の
田
園

風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
田
植

え
の
頃
は
田
に
雪
解
け
の
水
を
張
り
、

草
木
や
家
が
水
面
に
写
る
様
子
は

何
と
も
言
え
な
い
趣
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
五
ヶ
月
も
経
つ
と
黄
金
色

の
稲
穂
が
頭
を
た
れ
る
の
で
す
。
大

学
ま
で
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
、
こ

の
よ
う
な
自
然
の
中
を
歩
く
と
丁

度
よ
い
運
動
に
な
り
、
持
病
で
あ
る

膝
の
痛
み
も
い
つ
の
間
に
か
治
っ
て

い
ま
し
た
。

　
信
州
の
人
は
勤
勉
実
直
で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
幾

つ
か
の
看
護
学
部
に
奉
職
し
ま
し

た
が
、
佐
久
大
学
の
学
生
も
先
生
方

も
長
野
県
出
身
者
が
多
い
せ
い
か
、

い
い
方
ば
か
り
で
と
て
も
働
き
や

す
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
学
生
時
代
を
思
い
返
す
と
、

講
義
を
受
け
る
と
き
は
興
味
を
も

っ
て
聴
い
て
い
た
つ
も
り
の
内
容
は

忘
れ
て
し
ま
い
、
む
し
ろ
講
義
の
本

筋
か
ら
脱
線
し
た
比
喩
に
富
ん
だ

話
の
方
が
面
白
か
っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。
自
分
が
教
え
る
立
場

に
な
っ
て
、
百
人
近
い
大
勢
の
学
生

を
前
に
ど
の
よ
う
な
授
業
を
す
る

べ
き
か
、
学
生
に
正
し
く
理
解
さ
れ

て
い
る
の
か
と
、
試
行
錯
誤
し
ま
し

た
が
、
最
後
ま
で
納
得
の
い
く
講
義

は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
佐
久
大
学
の
学
生
・

教
職
員
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
は
か
ら
ず
も
佐
久
大
学
の
創
設

期
の
五
年
間
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
の
喜
び

で
す
。
私
は
父
の
仕
事
の
関
係
で
幼

児
期
の
三
年
間
ほ
ど
を
長
野
市
で

暮
ら
し
た
経
験
が
あ
り
、
今
回
は
再

び
の
信
州
で
の
生
活
で
し
た
。
若
い

方
々
と
楽
し
く
教
育
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
前
任
の
大
学
を
定
年
退
職
し
、

看
護
教
育
か
ら
二
年
ほ
ど
離
れ
て

は
い
ま
し
た
が
、
そ
の
間
も
精
神
保

健
看
護
の
臨
地
的
な
仕
事
に
携
わ

っ
て
い
た
こ
と
が
、
現
状
か
ら
ブ
レ

な
い
教
育
を
行
う
こ
と
に
役
立
ち

ま
し
た
。

　
領
域
の
先
生
方
と
一
緒
に
病
院

以
外
の
地
域
の
実
習
施
設
を
開
拓

で
き
た
の
も
楽
し
い
こ
と
で
し
た
。

精
神
科
病
院
や
社
会
復
帰
施
設
の

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
も
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
精
神
疾
患
を
経
験
し
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
励
ん
で
い

る
方
々
に
授
業
で
お
話
し
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
卒
業
生
が

精
神
看
護
に
関
心
を
持
っ
て
、
毎
年

こ
の
領
域
に
就
職
し
て
く
れ
て
い
る

の
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
彼
ら
の
う

ち
、
い
つ
か
佐
久
大
学
で
精
神
看
護

の
教
育
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る

方
が
で
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
。

　
ま
た
、
Ｆ
Ｄ
部
会
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
育
の
現
状
と
、

求
め
ら
れ
る
学
生
の
力
量
の
確
認

等
、
教
員
の
研
究
発
表
、
大
学
自
己

点
検
評
価
の
学
習
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
教
職
員
の
力
量

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領

域
で
求
め
ら
れ
る
活
動
や
力
量
を
、

紹
介
し
あ
う
刺
激
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
地
域
と
の
緊
密
な
連
携
の

と
れ
る
佐
久
大
学
は
、
ま
す
ま
す
発

展
す
る
要
素
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
人
口
構
成
や
疾
病

構
造
の
変
化
か
ら
見
て
、
今
後
の
保

健
医
療
福
祉
は
大
き
く
変
わ
り
、

看
護
の
比
重
も
大
き
く
な
り
、
看

護
の
場
は
ど
ん
ど
ん
病
院
施
設
か

ら
出
て
多
く
の
人
々
と
連
携
し
、
求

め
ら
れ
る
力
量
も
変
化
し
て
い
く

と
考
え
ま
す
。

　
今
後
の
若
い
方
々
の
ご
研
鑽
と

ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
三
月
、

建
学
の
理
念
を
め
ざ
す
大
学
づ
く
り
に

豊
か
な
経
験
を
惜
し
み
な
く
発
揮
し
て
貢
献
さ
れれ
た

七
人
の
教
授
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

本
学
へ
の
想
い
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

退職教員紹介
教
務
委
員
会
の

思
い
出

新
し
い
地
域
医
療
の

一
翼
を
担
う

佐
久
大
学
で
の

五
年
間

佐
久
の
自
然
と

共
に
過
ご
し
た

五
年
間

濃
密
で
充
実
し
た

大
学
生
活

大
学
の
ま
ち
を
描
く

海
外
研
修
の
思
い
出

基礎総合看護学
教授

基礎総合看護学
教授

図書館長・別科助産専攻別科長
教授

成人看護学
教授

大学院
教授

大学院研究科長
老年看護学 教授

精神看護学
教授
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①
基
礎
総
合
看
護
学（
国
際
看
護
）

②
兵
庫
県

③
川
崎
医
療
福
祉
大
学
院
博
士
課
程

④
テ
ニ
ス
、
大
正
琴

⑤
ど
こ
の
地
に
お
い
て
も
、
人
と

　
の
絆
は
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く

　
れ
る
源
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

　
を
佐
久
の
地
で
新
た
に
体
験

　
し
、
そ
の
利
を
学
生
へ
戻
し
て

　
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
精
神
看
護
学

②
福
島
県

③
北
海
道
医
療
大
学
大
学
院

　
博
士
課
程

④
猫
を
愛
で
る
こ
と
、
津
軽
三
味

　
線（
の
練
習
を
再
開
し
た
い
）

⑤
台
所
か
ら
眺
め
る
浅
間
山
。
美

　
し
い
生
活
を
満
喫
中
！
佐
久
の

　
地
と
本
学
の
教
育
に
、
融
合
し

　
発
展
で
き
る
よ
う
に
模
索
中
。

　
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
精
神
看
護
学

②
広
島
県

③
北
海
道
医
療
大
学
大
学
院

　
博
士
課
程

④
読
書

⑤
四
月
、
札
幌
の
大
学
か
ら
佐
久

　
大
学
へ
赴
任
し
ま
し
た
。
研
究

　
室
か
ら
の
浅
間
山
の
姿
に
癒
さ

　
れ
る
日
々
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

　
願
い
致
し
ま
す
。

①
基
礎
総
合
看
護
学

②
茨
城
県

③
茨
城
県
立
医
療
大
学
大
学
院

　
修
士
課
程

④
野
球
観
戦
、
家
庭
菜
園

⑤
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
物
事
を
多

　
面
的
に
と
ら
え
、
前
向
き
に
楽

　
し
く
乗
り
越
え
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
佐
久
の
地
で
、
素
敵
な
花

　
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

　
う
頑
張
り
ま
す
。

①
別
科
助
産
専
攻

②
長
野
県

③
聖
路
加
看
護
大
学
大
学
院

　
修
士
課
程

④
映
画
鑑
賞

⑤
四
月
か
ら
、
助
産
師
を
目
指
す

　
学
生
た
ち
と
一
緒
に
、
毎
日
奮
闘

　
し
て
い
ま
す
。
九
月
か
ら
は
実

　
習
が
始
ま
り
、
よ
り
密
度
の
濃

　
い
日
々
が
続
き
ま
す
。

①
小
児
看
護
学

②
長
野
県

③
佐
久
大
学
大
学
院
修
士
課
程

④
旅
行

⑤
全
て
の
子
ど
も
の
成
長
と
家
族

　
を
支
え
る
小
児
看
護
と
看
護
の

　
楽
し
さ
を
伝
え
、
看
護
学
生
が

　
夢
を
か
な
え
ら
れ
る
様
に
支
援

　
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
地
域
看
護
学

②
広
島
県

③
佐
久
大
学
大
学
院
修
士
課
程

④
魚
釣
り（
船
で
）

⑤
学
生
が
学
習
意
欲
を
失
わ
な
い

　
よ
う
に
関
わ
り
な
が
ら
、
看
護

　
職
の
後
輩
が
増
え
る
よ
う
支
援

　
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
老
年
看
護
学

②
栃
木
県

③
茨
城
県
立
医
療
大
学
大
学
院

　
修
士
課
程

④
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

⑤
看
護
師
に
な
っ
て
か
ら
ず
っ
と
認

　
知
症
の
方
と
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
認
知
症
の
方
の
思
い
を
引
き
出

　
す
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

　
ん
が
、
看
護
の
楽
し
さ
を
伝
え

　
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

①
担
当
授
業
　
認
知
症
の
理
解
と

　
介
護
生
活
支
援
技
術
障
害
編

②
長
野
県

③
日
本
社
会
事
業
大
学

　
大
学
院
修
士
課
程

④
茶
道(

大
日
本
茶
道
学
会)

、

　
ス
キ
ー
、
絵
画(

パ
ス
テ
ル
画)

等

⑤
看
護
師
・
介
護
支
援
専
門
員
と
し

　
て
勤
務
し
て
参
り
ま
し
た
。
笑

　
顔
あ
ふ
れ
る
優
し
い
介
護
福
祉

　
士
を
育
て
る
の
が
目
標
で
す
。

　
新
米
教
員
で
す
が
よ
ろ
し
く
お

　
願
い
致
し
ま
す
。

　平成26年4月4日に佐久大学信州短期大学部の入学式（34名）、続いて平成26年4
月5日には、佐久大学看護学部（91名）、別科助産専攻（15名）、大学院（4名）の入学式
が挙行されました。それぞれの入学式において、新入生代表が希望を胸に宣誓しました。
　佐久大学看護学部看護学科代表の小山恵莉菜さんは、「患者さんやその家族に寄り
添いつつ、確かな知識と優れた技術を持つ、温かく誠実な看護職者を目標とし、日々の
勉学に励みたい」と決意を述べました。また、短期大学部介護福祉学科代表の太田佳希
さんは、「介護職者という夢の実現のため、仲間と支え合いながら努力し、たくさんの
知識と技術を身につけたい」と決意を述べました。

　佐久市の「地域英語コミュニケーション事業」の一環で、佐久大生1～3年生の英語ボランテ
ィアグループ11名が、近くの岩村田小学校の4年生に、毎月英語のミニ授業を行っています。

　看護学部看護学科3年生94人にナースキャップを授与する「ナーシングセレモニー～
誓いのとき」（戴帽式）が行われました。

　（公財）国際看護交流協会が（独法）国際協力機構（JICA）からの受託事業として実施し
た研修の初日に、アフリカ6か国から11名の研修員が佐久大学を訪問しました。

　平成26年度佐久大学及び佐久大学信州短期大学部の入学式が挙行されました。

　5月17日、18日に行われた佐久総合病院第68回病院祭に、看護学部1年生から4年生
の学生ボランティアのべ39名が参加しました。

　本学大学院の非常勤講師であるCarolyn S.Melby先生より「アメリカの看護教育・看
護の動向」と題して、特別講演が開かれました。

看護学部教授 看護学部教授

看護学部准教授 看護学部准教授

看護学部助手 別科准教授

看護学部助手 看護学部助手

佐久大学信州短期大学部
准教授

新
任
教
員
紹
介

新
入
生
代
表

佐
久
大
学
お
よ
び
佐
久
大
学
信
州
短
期
大
学
部
に
、

頼
も
し
い
新
任
教
員
を
迎
え
ま
し
た
。

地域連携協定締結

キャンパストピックス

後期計画

①
担
当
領
域
　
②
出
身
地
　
③
出
身
校
　

④
趣
味
　
⑤
自
己
Ｐ
Ｒ

10月

11月

12月

1月

2月

3月

■全学共通行事

大学祭

卒業式・
修了式

クリスマスイベント

■看護学部看護学科行事 ■信州短期大学部介護福祉学科行事

4月　入
学式

5月　病
院祭参加

6月　特
別講演

チュータ
ーと懇親

オープン
キャンパ

ス

9月　ナ
ーシング

セレモニ
ー

8月　JI
CA

英語ボラ
ンティア

秋季北信越学生リーグ

介護事例研究発表会（2年）

進路懇談会
卒業前講座（2年）

長野県高齢者研究福祉・
サービス研究学会（2年）

介護立誓式（1年）
介護実習（1年）
イベント参加「介護の日」（1年）

イベント参加
「健康づくり佐久市民の集い」
地元中学生との交換

イベント参加「エイズイベント佐久」
看護学研究論文発表（4年）

春期休業

卒業式・修了式
卒業記念パーティー

クリスマスイベント
冬期休業
次期学友会長選挙

秋桜祭・信陽祭

後期定期試験

　昭和62年に信州短期大学を、平成20年に
佐久大学を開設し、佐久地域唯一の高等教
育機関として、これまで佐久市をはじめ佐久
商工会議所と様 な々連携事業を実施してきま
した。本学園としては、これらの取組を更に
積極的に展開し、教育・文化・人材育成、保健・
医療・福祉の分野を中心に、世界最高健康都市をめざす佐久市のより一層の発展に寄与することを目的とし、本年8月20日に佐
久市及び佐久商工会議所と包括連携協定を締結し記者会見を行いました。大学と佐久市、及び佐久商工会議所との関係をよ
り強固にすることで、地域における様々な課題の解決に協力して取り組み、地域全体の活性化と魅力ある『まちづくり』の一助
となれるよう、学内に「地域連携推進センター」を設置し活動を開始しました。
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①
基
礎
総
合
看
護
学（
国
際
看
護
）

②
兵
庫
県

③
川
崎
医
療
福
祉
大
学
院
博
士
課
程

④
テ
ニ
ス
、
大
正
琴

⑤
ど
こ
の
地
に
お
い
て
も
、
人
と

　
の
絆
は
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く

　
れ
る
源
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

　
を
佐
久
の
地
で
新
た
に
体
験

　
し
、
そ
の
利
を
学
生
へ
戻
し
て

　
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
精
神
看
護
学

②
福
島
県

③
北
海
道
医
療
大
学
大
学
院

　
博
士
課
程

④
猫
を
愛
で
る
こ
と
、
津
軽
三
味

　
線（
の
練
習
を
再
開
し
た
い
）

⑤
台
所
か
ら
眺
め
る
浅
間
山
。
美

　
し
い
生
活
を
満
喫
中
！
佐
久
の

　
地
と
本
学
の
教
育
に
、
融
合
し

　
発
展
で
き
る
よ
う
に
模
索
中
。

　
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
精
神
看
護
学

②
広
島
県

③
北
海
道
医
療
大
学
大
学
院

　
博
士
課
程

④
読
書

⑤
四
月
、
札
幌
の
大
学
か
ら
佐
久

　
大
学
へ
赴
任
し
ま
し
た
。
研
究

　
室
か
ら
の
浅
間
山
の
姿
に
癒
さ

　
れ
る
日
々
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

　
願
い
致
し
ま
す
。

①
基
礎
総
合
看
護
学

②
茨
城
県

③
茨
城
県
立
医
療
大
学
大
学
院

　
修
士
課
程

④
野
球
観
戦
、
家
庭
菜
園

⑤
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
物
事
を
多

　
面
的
に
と
ら
え
、
前
向
き
に
楽

　
し
く
乗
り
越
え
る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
佐
久
の
地
で
、
素
敵
な
花

　
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

　
う
頑
張
り
ま
す
。

①
別
科
助
産
専
攻

②
長
野
県

③
聖
路
加
看
護
大
学
大
学
院

　
修
士
課
程

④
映
画
鑑
賞

⑤
四
月
か
ら
、
助
産
師
を
目
指
す

　
学
生
た
ち
と
一
緒
に
、
毎
日
奮
闘

　
し
て
い
ま
す
。
九
月
か
ら
は
実

　
習
が
始
ま
り
、
よ
り
密
度
の
濃

　
い
日
々
が
続
き
ま
す
。

①
小
児
看
護
学

②
長
野
県

③
佐
久
大
学
大
学
院
修
士
課
程

④
旅
行

⑤
全
て
の
子
ど
も
の
成
長
と
家
族

　
を
支
え
る
小
児
看
護
と
看
護
の

　
楽
し
さ
を
伝
え
、
看
護
学
生
が

　
夢
を
か
な
え
ら
れ
る
様
に
支
援

　
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
地
域
看
護
学

②
広
島
県

③
佐
久
大
学
大
学
院
修
士
課
程

④
魚
釣
り（
船
で
）

⑤
学
生
が
学
習
意
欲
を
失
わ
な
い

　
よ
う
に
関
わ
り
な
が
ら
、
看
護

　
職
の
後
輩
が
増
え
る
よ
う
支
援

　
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
老
年
看
護
学

②
栃
木
県

③
茨
城
県
立
医
療
大
学
大
学
院

　
修
士
課
程

④
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

⑤
看
護
師
に
な
っ
て
か
ら
ず
っ
と
認

　
知
症
の
方
と
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
認
知
症
の
方
の
思
い
を
引
き
出

　
す
の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

　
ん
が
、
看
護
の
楽
し
さ
を
伝
え

　
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

①
担
当
授
業
　
認
知
症
の
理
解
と

　
介
護
生
活
支
援
技
術
障
害
編

②
長
野
県

③
日
本
社
会
事
業
大
学

　
大
学
院
修
士
課
程

④
茶
道(

大
日
本
茶
道
学
会)

、

　
ス
キ
ー
、
絵
画(

パ
ス
テ
ル
画)

等

⑤
看
護
師
・
介
護
支
援
専
門
員
と
し

　
て
勤
務
し
て
参
り
ま
し
た
。
笑

　
顔
あ
ふ
れ
る
優
し
い
介
護
福
祉

　
士
を
育
て
る
の
が
目
標
で
す
。

　
新
米
教
員
で
す
が
よ
ろ
し
く
お

　
願
い
致
し
ま
す
。

　平成26年4月4日に佐久大学信州短期大学部の入学式（34名）、続いて平成26年4
月5日には、佐久大学看護学部（91名）、別科助産専攻（15名）、大学院（4名）の入学式
が挙行されました。それぞれの入学式において、新入生代表が希望を胸に宣誓しました。
　佐久大学看護学部看護学科代表の小山恵莉菜さんは、「患者さんやその家族に寄り
添いつつ、確かな知識と優れた技術を持つ、温かく誠実な看護職者を目標とし、日々の
勉学に励みたい」と決意を述べました。また、短期大学部介護福祉学科代表の太田佳希
さんは、「介護職者という夢の実現のため、仲間と支え合いながら努力し、たくさんの
知識と技術を身につけたい」と決意を述べました。

　佐久市の「地域英語コミュニケーション事業」の一環で、佐久大生1～3年生の英語ボランテ
ィアグループ11名が、近くの岩村田小学校の4年生に、毎月英語のミニ授業を行っています。

　看護学部看護学科3年生94人にナースキャップを授与する「ナーシングセレモニー～
誓いのとき」（戴帽式）が行われました。

　（公財）国際看護交流協会が（独法）国際協力機構（JICA）からの受託事業として実施し
た研修の初日に、アフリカ6か国から11名の研修員が佐久大学を訪問しました。

　平成26年度佐久大学及び佐久大学信州短期大学部の入学式が挙行されました。

　5月17日、18日に行われた佐久総合病院第68回病院祭に、看護学部1年生から4年生
の学生ボランティアのべ39名が参加しました。

　本学大学院の非常勤講師であるCarolyn S.Melby先生より「アメリカの看護教育・看
護の動向」と題して、特別講演が開かれました。

看護学部教授 看護学部教授

看護学部准教授 看護学部准教授

看護学部助手 別科准教授

看護学部助手 看護学部助手

佐久大学信州短期大学部
准教授

新
任
教
員
紹
介

新
入
生
代
表

佐
久
大
学
お
よ
び
佐
久
大
学
信
州
短
期
大
学
部
に
、

頼
も
し
い
新
任
教
員
を
迎
え
ま
し
た
。

地域連携協定締結

キャンパストピックス

後期計画

①
担
当
領
域
　
②
出
身
地
　
③
出
身
校
　

④
趣
味
　
⑤
自
己
Ｐ
Ｒ

10月

11月

12月

1月

2月

3月

■全学共通行事

大学祭

卒業式・
修了式

クリスマスイベント

■看護学部看護学科行事 ■信州短期大学部介護福祉学科行事

4月　入
学式

5月　病
院祭参加

6月　特
別講演

チュータ
ーと懇親

オープン
キャンパ

ス

9月　ナ
ーシング

セレモニ
ー

8月　JI
CA

英語ボラ
ンティア

秋季北信越学生リーグ

介護事例研究発表会（2年）

進路懇談会
卒業前講座（2年）

長野県高齢者研究福祉・
サービス研究学会（2年）

介護立誓式（1年）
介護実習（1年）
イベント参加「介護の日」（1年）

イベント参加
「健康づくり佐久市民の集い」
地元中学生との交換

イベント参加「エイズイベント佐久」
看護学研究論文発表（4年）

春期休業

卒業式・修了式
卒業記念パーティー

クリスマスイベント
冬期休業
次期学友会長選挙

秋桜祭・信陽祭

後期定期試験

　昭和62年に信州短期大学を、平成20年に
佐久大学を開設し、佐久地域唯一の高等教
育機関として、これまで佐久市をはじめ佐久
商工会議所と様 な々連携事業を実施してきま
した。本学園としては、これらの取組を更に
積極的に展開し、教育・文化・人材育成、保健・
医療・福祉の分野を中心に、世界最高健康都市をめざす佐久市のより一層の発展に寄与することを目的とし、本年8月20日に佐
久市及び佐久商工会議所と包括連携協定を締結し記者会見を行いました。大学と佐久市、及び佐久商工会議所との関係をよ
り強固にすることで、地域における様々な課題の解決に協力して取り組み、地域全体の活性化と魅力ある『まちづくり』の一助
となれるよう、学内に「地域連携推進センター」を設置し活動を開始しました。
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学
生
自
治
の
学
友
会
は
、
佐
久

大
学
、
佐
久
大
学
信
州
短
期
大
学

部
の
全
学
生
が
会
員
で
す
。

　
活
動
は
、
教
職
員
と
協
力
し
な

が
ら
学
生
相
互
の
研
学
・
修
徳
・

親
和
を
は
か
り
、
併
せ
て
学
生
の

総
意
を
反
映
・
実
現
し
大
学
生
活

の
向
上
発
展
に
資
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
大
学
と
短
期
大
学
部
そ

れ
ぞ
れ
に
学
友
会
が
あ
り
、
相
互

に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。

　
佐
久
学
園
通
信『
佐
久
の
薫
風
』

創
刊
に
あ
た
り
ま
し
て
、
寄
稿
い

た
だ
い
た
教
職
員
の
皆
様
に
、
ま

ず
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
佐
久
大
学
の
開
学
か
ら
六
年
、

信
州
短
期
大
学
開
学
か
ら
二
十
六

年
、
佐
久
学
園
と
し
て
の
歴
史
は

今
年
で
五
十
年
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
佐
久
学
園
に
は
多
く
の
ド

ラ
マ
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
誌
で
は
、
こ
こ
に
集
う
人
々
そ

れ
ぞ
れ
が
主
役
で
あ
る
学
園
を
、

こ
れ
か
ら
様
々
な
角
度
か
ら
お
伝

え
し
ま
す
。

　
お
読
み
い
た
だ
い
た
方
か
ら

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

今
後
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
　
　
　
　
（
Ｔ
）

佐
久
大
学
・
佐
久
大
学
信
州

短
期
大
学
部
後
援
会

介
護
環
境
改
善
研
究
会

開
催
さ
れ
ま
し
た

学
友
会
に
つ
い
て

　
佐
久
大
学
図
書
館
は
、
看
護
学

分
野
の
図
書
を
中
心
に
、
医
療
、

福
祉
、
社
会
科
学
な
ど
幅
広
い
分

野
の
図
書
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

専
門
書
に
限
ら
ず
文
芸
書
や
実
用

書
な
ど
も
所
蔵
し
て
お
り
、
現
在

の
蔵
書
は
約
４
０
０
０
０
冊
と
な

っ
て
い
ま
す
。
雑
誌
は
、
看
護
系

専
門
誌
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
一
般
誌
ま

で
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
含
め
１

０
０
誌
以
上
が
閲
覧
で
き
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
等
の
視
聴
覚
資
料
は
約
１
５
０

０
点
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　
佐
久
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
２
号

館
１
階
が
図
書
館
と
な
っ
て
お
り
、

２
階
に
は
自
習
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

て
い
ま
す
。
図
書
館
で
は
学
修
や

研
究
に
役
立
つ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も

用
意
し
、
利
用
法
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

等
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
佐
久
大
学
図
書
館
は
、
一
九
九

八
年
よ
り
地
域
の
方
々
に
も
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
二
〇
一
三

年
度
の
利
用
登
録
者
数
は
１
０
２

名
で
、
資
料
の
貸
出
の
他
、
看
護

研
究
の
文
献
収
集
等
で
利
用
さ
れ

る
方
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
学

外
の
方
の
利
用
に
つ
い
て
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
９
月
６
日（
土
）、
第
３
回
介
護

環
境
改
善
研
究
会
が
佐
久
大
学

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
介
護
の
環

境
改
善
に
向
け
介
護
福
祉
士
を

目
指
す
学
生
や
介
護
福
祉
施
設

関
係
者
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

図
書
館

【就職】北信総合病院／篠ノ井総合病院

／新町病院／長野赤十字病院／長野松代

総合病院／鹿教湯三才山リハビリテーシ

ョンセンター／信州上田医療センター／

小諸高原病院／小諸厚生総合病院／佐久

市立国保浅間総合病院／佐久総合病院／

市立大町総合病院／安曇総合病院／信州

大学医学部附属病院／相澤病院／富士見

高原医療福祉センター／伊那中央病院／

下伊那厚生病院／健和会病院（県内病院）

八戸市立市民病院／国立がん研究センタ

ー東病院／がん研有明病院／湘南藤沢徳

洲会病院／太田総合病院／長岡赤十字病

院／名古屋大学医学部付属病院（県外病院）

須坂市／小海町／上松町

【進学】佐久大学別科助産専攻／新潟大

学養護教諭特別別科

岡谷市民病院／佐久総合病院／篠ノ井総

合病院／清水産婦人科医院／信州上田医

療センター／諏訪中央病院／長野県立須

坂病院／長野赤十字病院／長野中央病院

／花岡レディースクリニック／北信総合

病院／JA広島総合病院

【就職】介護老人保健施設しののめの里

／特別養護老人ホーム佐久平愛の郷／シ

ルバーランドみつい／シルバーランドき

しの／依田窪老人保健施設いこい／鹿教

湯三才山リハビリテーションセンター／

ウェルハウスのぞみサンピア／佐久総合

病院／特別養護老人ホームローマンうえ

だ／佐久福寿園／特別養護老人ホーム里

山の家木島平／介護老人保健施設御所苑

／特別養護老人ホームフランセーズ悠／

愛灯園／特別養護老人ホームあさぎりの

郷／ケアポートみまき／特別養護老人ホ

ームのべやま／特別養護老人ホームとも

しび／特別養護老人ホームベルポートま

るこ東／特別養護老人ホーム結の家／御

代田町社会福祉協議会（県内）特別養護

老人ホームぬまづホーム／社会福祉法人

勇樹会／特別養護老人ホームみなみ園

（県外）

【進学】飯田女子短期大学

テーマは、「Let It Go ～ありのままの私たちで～」です。
是非、みなさんお出かけください。

　佐久大学看護学部では、学生の自主
的な組織「さくらさく委員会」の活動を教
職員がサポートしています。看護学部は、
2年次生から、別科助産専攻は後期から
模擬試験や対策講座を実施しています。
　短期大学部は、国家試験化されるの
に合わせて国家試験対策が始まる予定
です。授業、対策講座の開講、模擬試
験の実施、個別指導の充実を図ってい
き、100%合格を目指します。

佐久大学看護学部 進路状況

佐久大学別科助産専攻 進路状況

佐久大学信州短期大学部 国家試験受験状況

国家試験対策

（平成25年度）

看護師

保健師

助産師

受験者数

82

79

16

合格者数

76

57

15

合格率（%）

92.7

72.2

93.8

編
集
後
記

SAK
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16:00
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10:00～
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佐久大学

佐久大学
信州短期大学部

世界に保健医療福祉の人財を送り出す大学をめざして
学校法人 佐久学園理事長　盛岡正博　…　2

超高齢化時代のあたらしい介護福祉学をめざして
学校法人 佐久学園副理事長
佐久大学信州短期大学部　学長 白井汪芳　… 2

これからの佐久大学
佐久大学　学長 竹尾惠子　… 2

大学名称の制定
学校法人佐久学園　名誉理事長 樫山幹男　… 3

事務局だより … 3

退職教員紹介 … 4・5

新任教員紹介 … 6

キャンパスTOPICS
地域連携協定締結／年間計画　… 7

佐久学園から
学園祭／介護環境改善研究会／進路状況／学友会　… 8

［8］佐久の薫風　Vol.1創刊号　　平成26年10月25日
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